
 

高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線等に関する協定の一部を変更する協定 

 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と東日本高速道路株式会社は、高速道

路株式会社法（平成１６年法律第９９号）第６条第１項及び独立行政法人日本高速道路

保有・債務返済機構法（平成１６年法律第１００号）第１３条第１項の規定に基づき、

平成１８年３月３１日付けで締結した「高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線

等に関する協定」の一部を次のように変更する協定を締結する。 

 

 

 

  第４条中「別紙１－２１０」を「別紙１－２１７」に改める。 

 

  第５条中「別紙１－２１０」を「別紙１－２１７」に改める。 

 

  第１１条中「令和４５年１０月６日」を「令和４５年１０月２日」に改める。 

 

  第１４条中「別紙１－２１０」を「別紙１－２１７」に改める。 

 

 

 

  



別紙１－４、別紙１－９、別紙１－１０、別紙１－１５から別紙１－１７、別紙１－

２６、別紙１－２９から別紙１－３１、別紙１－３４、別紙１－３６、別紙１－３７、

別紙１－４２、別紙１－５６から別紙１－５８、別紙１－６１、別紙１－６４、別紙１

－６５、別紙１－６９、別紙１－７３、別紙１－７５、別紙１－７６、別紙１－８０、

別紙１－８６、別紙１－９０、別紙１－９６、別紙１－９９、別紙１－１０１、別紙１

－１０４、別紙１－１０７、別紙１－１０８、別紙１－１３０、別紙１－１４９から別

紙１－１５２、別紙１－１５４から別紙１－１５７、別紙１－１６１、別紙１－１６２、

別紙１－１６４、別紙１－１６５、別紙１－１６７、別紙１－１６８、別紙１－１７１、

別紙１－１７３、別紙１－１７４、別紙１－１７６から別紙１－１９１、別紙１－１９

３から別紙１－２１０を次のとおり改める。 

 

 

  



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－４

（北海道余市郡余市町登町から北海道小樽市新光町まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道余市郡余市町登町 から

北海道小樽市新光町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２３．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２３．３１００

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道余市郡余市町登町

北海道小樽市新光町

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

車線４

往復分離しない区間

計

－

往復分離する区間

－

左　側

　摘　要工事施工

２．５０×２

設　計　区　間

左　側 計 右　側
摘 要

別　　紙　　１

２ 車線

北海道余市郡余市町登町

構造による区分

用地買収

北海道小樽市新光町

土工（掘割）部分
５．００

－

橋梁高架部分

－－

－ －

１．７５×２ －３．５０

－

－１．２５×２ ２．５０
トンネル部分

－

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０１．７５×２

（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

余市インターチェンジ

小樽塩谷インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）１１７，５２１

北海道小樽市

平面接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

余市町登町

北海道余市郡

立体接続

塩谷

他の道路の

路線名

一般国道５号

道道登余市停車場線

道道小樽塩谷インター線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 北海道余市郡余市町登町（STA 853+16.687）から北海道小樽市新光町（STA 45+39.464）まで

平成 年 月 日

小樽ジャンクション小樽方面から余市方面へのランプ

ロ 北海道小樽市新光町（C-STA 1078+99.879）から北海道小樽市新光３丁目（C-STA 1094+31.457）まで

平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （余市ＩＣ～小樽ＪＣＴ　供用開始）

令和 年 月 日 （残事業一部完成）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１２８，１３８

別　　紙　　１

１８

３１ ２ ７

４ １９

３０ １２ ８

３ ３ ３０

１２８，８１５

６ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－９

（山形県東置賜郡高畠町大字深沼から山形県上山市金瓶まで）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から

山形県上山市金瓶 まで

（ロ）　延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

山形県上山市金瓶

１００ ２４．４

摘　　要

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

―

２．５０

往復分離する区間

左　側

設　計　区　間

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

用地買収

右　側

――

―

―

―

―

―

―

３．５０（長大橋）

　摘　要工事施工

２

別　　紙　　１

１．７５×２

構造による区分

山形県上山市金瓶

トンネル部分

２．５０×２

１．２５×２

３．５０

摘 要
往復分離しない区間

左　側

５．００

計

車線

― ―

車線 ４

―
土工（掘割）部分

計

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）１２４，０９６

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

平面接続 本線

一般国道１３号
山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

立体接続 南陽高畠インターチェンジ

一般国道１３号
（米沢南陽道路）

一般国道１３号

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道１３号 山形県上山市藤吾 立体接続 かみのやま温泉インターチェンジ

立体接続 山形上山インターチェンジ

路線名

山形県上山市金瓶



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

　

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業一部完成）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１３５，９４８

１３５，９４８

１８ ４ １９

元

１３４３１

４ ３ ３０

別　　紙　　１

７ １１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１０

（福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から

福島県相馬市粟津 まで

（ロ）　延　　　　長 ４７．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

福島県相馬市
粟津

１００ ４７．１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

右　側

－

－

－２．５０

－

－－

往復分離しない区間

２ 車線 ４

別　　紙　　１

車線

往復分離する区間
摘 要

左　側左　側 計

構造による区分

福島県相馬市
粟津

計

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

用地買収設　計　区　間 　摘　要工事施工

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２

２．５０×２

１．２５×２
トンネル部分

－

－

－

２．５０

３．５０

橋梁高架部分

－－１．２５×２（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐富岡インターチェンジ

浪江インターチェンジ

南相馬インターチェンジ

相馬インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続

粟津

別　　紙　　１

県道　原町川俣線

１１５，１９９

福島県双葉郡 立体接続

３．５０

浪江町大字室原

福島県相馬市

福島県双葉郡

福島県南相馬市

富岡町大字上手岡

立体接続

立体接続

原町区

他の道路の

路線名

県道　小野富岡線

一般国道１１４号

一般国道１１５号

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （南相馬～相馬供用開始）

平成 年 月 日 （浪江～南相馬供用開始）

平成 年 月 日 （常磐富岡～浪江供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する費用へ

の影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

１０

２４

４

４

２７ ３ １

１７

８

１０８，５７８

１０８，５７８

２６ １２ ６

３ ３ ３０

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５

（埼玉県三郷市鷹野三丁目から千葉県松戸市三矢小台二丁目まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市鷹野三丁目 から

千葉県松戸市三矢小台二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

８０

設　計　区　間

５．４

埼玉県三郷市鷹野三丁目

千葉県松戸市三矢小台二丁目

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ―

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

５．００２．５０×２

―

―

―
トンネル部分

―

５．００

― ―

２．５０×２

　摘　要

別　　紙　　１

工事施工

計

構造による区分

千葉県松戸市三矢小台二丁目

計

車線

往復分離する区間

左　側

車線 ４

摘 要

―

設　計　区　間

埼玉県三郷市鷹野三丁目

用地買収

土工（掘割）部分

４

往復分離しない区間

―――



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷南インターチェンジ

松戸インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

三矢小台二丁目

埼玉県三郷市

一般国道２９８号

立体接続

千葉県松戸市

路線名

一般国道２９８号

別　　紙　　１

立体接続

鷹野三丁目

９９，７１０

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業一部完成）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１２

３０

別　　紙　　１

１２

３

１

３

８９，７９５

３０ ６ ２

８９，７９５

４ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６

（千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県松戸市三矢小台二丁目 から

千葉県市川市高谷 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

千葉県市川市高谷

８０ １０．１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

５．００ ―

―

―

橋梁高架部分

土工（掘割）部分

トンネル部分

―

―

２．５０×２

―

――（長大橋）

（中小橋）

橋梁高架部分

往復分離しない区間

４

往復分離する区間構造による区分
摘 要

千葉県市川市高谷

左　側

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

用地買収

４

右　側左　側 計

　摘　要

車線

工事施工

別　　紙　　１

―５．００

― ―

車線

２．５０×２

― ―

―

設　計　区　間

― ―

計



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

松戸インターチェンジ

市川北インターチェンジ

市川中央インターチェンジ

京葉ジャンクション

市川南インターチェンジ

高谷ジャンクション

高谷ジャンクション東関東自動車道 千葉県市川市 立体接続

高谷

高谷

路線名

一般国道２９８号

一般国道２９８号

一般国道２９８号

立体接続

平田

三矢小台二丁目

立体接続

千葉県市川市 立体接続

千葉県松戸市

千葉県市川市

国分

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の

別　　紙　　１

立体接続千葉県市川市県道高速湾岸線

高谷

立体接続一般国道２９８号 千葉県市川市

立体接続

稲荷木（京葉道路）

千葉県市川市一般国道１４号



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （京葉JCT施工に伴う京葉道路切替）

平成 年 月 日 （一部供用開始）

平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業一部完成）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

８１３，１０５

別　　紙　　１

１１

２１

１

１０

８

１３

２８ ２ ２５

３０ ６ ２

７５０，０６５

７５０，０６５

３ ３ ３０

９ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１７

（茨城県鉾田市飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県鉾田市飯名 から

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

茨城県鉾田市飯名

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

１００ ８．８

摘　　要

別　　紙　　１

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

――

橋梁高架部分

― ――（長大橋）

２．５０×２

―

―

―

設　計　区　間

茨城県鉾田市飯名

用地買収

―

―

―

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ―

―

計計

　摘　要

４

別　　紙　　１

工事施工

２ 車線

往復分離する区間

左　側 右　側

車線

摘 要
構造による区分

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

―

―
トンネル部分

―

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側

５．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ

茨城空港北インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）２６，２７１

飯名

茨城町大字鳥羽田

立体接続茨城県鉾田市

別　　紙　　１

茨城県東茨城郡 立体接続

他の道路の

路線名

県道鉾田茨城線

県道茨城鹿島線

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （鉾田ＩＣ～茨城空港北ＩＣ　供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

８

３

別　　紙　　１

１１

３０

１

２

７ ３ ３０

３１，５７７

３１，５７７



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２６

北海道縦貫自動車道函館名寄線（八雲PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道二海郡八雲町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，２００

１，２００

別　　紙　　１

５ １２

８ ３ ３１

２１ １０ １０

４

９７７



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２９

北海道縦貫自動車道函館名寄線（剣淵PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道上川郡剣淵町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，７５９

１，６８９

８ ３ ３１

５ １２ ４

別　　紙　　１

１，３６６



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－３０

北海道横断自動車道黒松内釧路線（銭函ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道小樽市星野町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

銭函インターチェンジ

接続の位置 接続の方法 備　　　考
他の道路の

星野町

路線名

道道銭函インター線 北海道小樽市 立体接続

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

８ ７ ３１

別　　紙　　１

５，５３０

２ ２ ２４

３０３４

３，２５８

３，２５８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－３１

北海道横断自動車道黒松内釧路線（手稲ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道札幌市手稲区富丘

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

手稲インターチェンジ

備　　　考
他の道路の 接続の方法

路線名

市道手稲インター線 北海道札幌市 立体接続

接続の位置

別　　紙　　１

手稲区富丘



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１２ １ １８

１，１５０

別　　紙　　１

１，１９０

３０３４

元 １１ ２４

１，１５０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－３４

北海道横断自動車道黒松内北見線（本別ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町勇足

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別ジャンクション

路線名

北海道横断自動車道 北海道中川郡 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の

黒松内釧路線 本別町勇足

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，７９６

１，７２４

８ ３ ３１

５ １２ ４

別　　紙　　１

１，４０９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－３６

北海道横断自動車道黒松内北見線（足寄ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道足寄郡足寄町郊南

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足寄インターチェンジ

本線（新直轄）

足寄町郊南

北海道横断自動車道 北海道足寄郡 平面接続

別　　紙　　１

接続の位置 接続の方法 備　　　考

黒松内北見線

他の道路の

路線名

一般国道２４２号 北海道足寄郡 立体接続

足寄町郊南



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１２ ４

１，１６９

１，６９３

５

１，６３２

別　　紙　　１

８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－３７

東北縦貫自動車道弘前線

（東京都練馬区大泉町五丁目から埼玉県川口市赤芝新田まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

東京都練馬区大泉町五丁目 から

埼玉県川口市赤芝新田 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

８ ７ ３１

３１３１３

６，３８４

１２，７８５

６，１０１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－４２

東北縦貫自動車道弘前線(福島ＪＣＴ)に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県福島市笹谷

別　　紙　　１



（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する費用へ
の影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

　９，４９３

９，４９３

令和 ３ ３ ３０

相馬尾花沢線

平成 １８ ４

８，４６３

平成 ２８ ９ １１

１９

平面接続 福島ジャンクション

路線名

東北中央自動車道

別　　紙　　１

他の道路の

福島県福島市笹谷

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－５６

日本海沿岸東北自動車道（雄和PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県秋田市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 令和 ９ 年 ３ 月 ３１ 日 　

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）

別　　紙　　１

１，４５９

１，４０６

１，３０７



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－５７

東北中央自動車道相馬尾花沢線（山形ＰＡ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県山形市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 ４ 月 日 （供用開始）

令和 年 ３ 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）１，３６６

１，３６６

別　　紙　　１

３１

３

１３

３０ (残事業完成）

１，８１８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－５８

（山形県天童市大字大町から山形県東根市大字羽入まで）（改築）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県天童市大字大町 から

山形県東根市大字羽入 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

設計速度

１．７

山形県天童市
大字大町

別　　紙　　１

延　　長

山形県東根市
大字羽入

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

－

（中小橋） － －２．５０２．５０ －

－－－ －
トンネル部分

付加車線事業

用地買収 　摘　要

別　　紙　　１

土工（掘割）部分
２．５０ －２．５０ －

設　計　区　間 工事施工

山形県天童市
大字大町

摘 要

－

４ 車線 ４
山形県東根市

大字羽入

構造による区分 往復分離しない区間

計

車線

右　側左　側

往復分離する区間

計左　側

－－ －

橋梁高架部分

（長大橋） －－



（ト）　中央帯の標準幅員

－ メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

東北中央自動車道相馬尾花沢線 山形県東根市大字羽入 平面接続 本線

国道２８７号 山形県東根市大字羽入 立体接続 東根インターチェンジ

別　　紙　　１

接続の位置 接続の方法 備　　　　考他の道路の路線名

２，６２４

（新直轄）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

平成 年 月 日

令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）

別　　紙　　１

  ５

３

１２

 ３

  ４

３０

２９ 　６ ２１

３，００７

３，００７

（外々運用）

３１  ３ ２３ （供用開始）

（残事業完成）



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－６１

（埼玉県深谷市本田から群馬県渋川市八木原まで）（改築）に関する

関越自動車道新潟線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（ロ）　延　　　　長 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

Ⅰ

別　　紙　　１

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ ２．３

１．７

Ⅲ

１２０

１２０

１．８

１．８

キロメートル

キロメートルⅡ

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

２．３

１２０ １．７

キロメートルⅢ



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル （ただし、Ⅰ埼玉県深谷市本田から埼玉県深谷市畠山までは３．００メートル（登坂車線））

（ホ）　車線数

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

別　　紙　　１

Ⅲ
群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

Ⅰ

Ⅱ 車線

６ ６ 車線

６

車線 付加車線事業

付加車線事業

付加車線事業４ 車線

　摘　要設　計　区　間 工事施工 用地買収

４ 車線

６ 車線

Ⅰ

左　側 計 左　側
摘　要

計 計左　側

Ⅱ

２．５０

－

２．５０ ２．５０ ２．５０

構造による区分

－ －

１．７５ １．７５

－ －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５ １．７５

１．５０ １．５０

Ⅲ

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分
（中小橋）

－

２．５０ ２．５０

－ －

２．５０ ２．５０－ －



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）８，３４８

別　　紙　　１

－－

他の道路の

路線名

－

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （本庄児玉IC　供用開始）

平成 年 月 日 （花園IC、渋川伊香保IC　供用開始）

平成 年 月 日 （花園IC　供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３０３

１６

２２

６

１２

２３ ３

９，６８０

３

９，６８０

３０ ８ ９

１７

２９

１７

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－６４

常磐自動車道

（埼玉県川口市赤芝新田から埼玉県三郷市番匠免二丁目まで）（改築）に関する



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県川口市赤芝新田 から

埼玉県三郷市番匠免二丁目 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

８

１３

７

３

３１

３１

９，１１４

２，３２２

２，２２８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－６５

常磐自動車道 （八潮PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県八潮市

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２ １ １８

３１３９

３０，４６６

２５，６１９

２９，１１９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－６９

常磐自動車道（鳥の海ＰＡ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

宮城県亘理郡亘理町

別　　紙　　１



（３）　工事予算

１，０７９ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）

別　　紙　　１

２６ １２ ６

４ ３ ３０

１，３６０

１，３６０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

（埼玉県三郷市番匠免二丁目から埼玉県三郷市鷹野三丁目まで）(二次改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－７３

東関東自動車道水戸線



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

別　　紙　　１



（３）　工事予算

百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （一部供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，７７４

２，００８

別　　紙　　１

１０ １ ２０

２６３０

１３ ３

２，０８５

３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－７５

東関東自動車道水戸線 （三郷ＪＣＴ（ 二次改築））に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

他の道路の

別　　紙　　１

Ⅱ 埼玉県三郷市番匠免二丁目

Ⅰ
埼玉県三郷市天神 から

埼玉県三郷市上口 まで

接続の位置 接続の方法
路線名

備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （ＢＨランプ供用開始）

平成 年 月 日 （Ｂランプ供用開始）

平成 年 月 日 （一部供用開始）

平成 年 月 日 （Ｒランプ供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２

２４

１

９ １４

１２

３０ ４ １１

２５

２６

４ ３

２１，３９５

３ ３ ３０

７ ３０

２１，３９５

１９，７６１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－７６

東関東自動車道水戸線 （三郷中央IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市谷口

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷中央インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の

谷口

備　　　考
路線名

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続

接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１２

２

１２

３０

１

６

３，１３３

３，４２４

３，４２４

4 ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東関東自動車道水戸線（大栄ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－８０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション

接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

別　　紙　　１

他の道路の

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

７

６

３

２，２４５

１６

別　　紙　　１

２９

３１

２，８７７

２，７８２



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－８６

（神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目まで）に関する

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重    ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

６

設　計　区　間

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

用地買収工事施工

６ 車線

摘　　要

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

８．７

別　　紙　　１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

車線

８０

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

－（３．５０）（１．７５×２）

－

－－

－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０

－ －

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋） － －

１．５０
トンネル部分

－－

計

－

右　側

－

往復分離する区間

別　　紙　　１

構造による区分

左　側

０．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

２．５０×２ ５．００



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

公田インターチェンジ（仮称）

栄インター・ジャンクション（仮称）

戸塚インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

備　　　考

一般国道４６８号（横浜湘南道路）

及び都市計画道路　横浜藤沢線

一般国道１号

戸塚区原宿三丁目

立体接続

栄区田谷町

神奈川県横浜市

３７０，１７５

他の道路の

立体接続

上郷公田線

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

立体接続神奈川県横浜市

栄区公田町

神奈川県横浜市

金沢区釜利谷町

接続の位置 接続の方法

釜利谷ジャンクション

路線名

都市計画道路

別　　紙　　１

立体接続神奈川県横浜市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ０＋００）から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）まで

平成 １３ 年 ３ 月 １０ 日

　ロ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）から神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）まで

平成 １３ 年 ８ 月 １４ 日

　ハ　神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目（ＳＴＡ８７＋００）まで

令和 ２ 年 ４ 月 １ 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

８ ３ ３１

４２２，８３９

４０７，１８３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－９０

（埼玉県桶川市大字川田谷から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県桶川市大字川田谷 から

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

設計速度 延　　長
摘　　要設　計　区　間

設　計　区　間

４ 車線 車線

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

４

１００

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

用地買収工事施工

１０．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

埼玉県桶川市大字川田谷



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－５．００２．５０×２（長大橋） －

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

－

－－－

－ －

別　　紙　　１

構造による区分

計 右　側

往復分離する区間

左　側

土工（掘割）部分

－
トンネル部分

－

５．００２．５０×２

－

－－ －

左　側
摘 要

往復分離しない区間

計



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桶川北本インターチェンジ

桶川加納インターチェンジ

白岡菖蒲インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

県道川越栗橋線

立体接続埼玉県久喜市菖蒲町一般国道１２２号

他の道路の

別　　紙　　１

接続の位置 接続の方法 備　　　考
路線名

一般国道１７号 立体接続

立体接続

６３，５６２

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県桶川市大字加納



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA134+95）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA134+95）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA151+00）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA151+00）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA152+60）まで

平成 年 月 日

ニ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA152+60）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA155+20）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA155+20）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA156+49）まで

平成 年 月 日

ヘ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA156+49）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA159+19）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA159+19）から埼玉県桶川市大字上日出谷（STA161+94）まで

平成 年 月 日

１２ １

２７ ３ １

別　　紙　　１

１２ ２０

１１ １

２６ ４ １

２６

２６

２６ ８ １

２６ ８ ２０

２６



チ 埼玉県桶川市大字上日出谷（STA161+94）から埼玉県北本市大字二ツ家（STA164+22）まで

平成 年 月 日

リ 埼玉県北本市大字二ツ家（STA164+22）から埼玉県北本市大字二ツ家（STA167+37）まで

平成 年 月 日

ヌ 埼玉県北本市大字二ツ家（STA167+37）から埼玉県桶川市大字加納（STA167+86）まで

平成 年 月 日

ル 埼玉県桶川市大字加納（STA167+86）から埼玉県桶川市大字加納（STA168+46）まで

平成 年 月 日

ヲ 埼玉県桶川市大字加納（STA168+46）から埼玉県桶川市大字加納（STA170+65）まで

平成 年 月 日

ワ 埼玉県桶川市大字加納（STA170+65）から埼玉県桶川市大字加納（STA179+47）まで

平成 年 月 日

カ 埼玉県桶川市大字加納（STA179+47）から埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）まで

平成 年 月 日

ヨ 埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）から埼玉県桶川市大字加納（STA182+59）まで

平成 年 月 日

タ 埼玉県桶川市大字加納（STA182+59）から埼玉県桶川市大字加納（STA183+91）まで

平成 年 月 日

１

２７

２７ ３ １

別　　紙　　１

１ １

２６ １２ １１

２７ １

２７ ２ １６

２７ １ １

２４ １２ ２１

２５ ４ １

２７ ３ １



レ 埼玉県桶川市大字加納（STA183+91）から埼玉県桶川市大字加納（STA184+44）まで

平成 年 月 日

ソ 埼玉県桶川市大字加納（STA184+44）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）まで

平成 年 月 日

ツ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）まで

平成 年 月 日

ネ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）から埼玉県桶川市赤堀（STA191+49）まで

平成 年 月 日

ナ 埼玉県桶川市赤堀（STA191+49）から埼玉県桶川市赤堀（STA192+00）まで

平成 年 月 日

ラ 埼玉県桶川市赤堀（STA192+00）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA195+00）まで

平成 年 月 日

ム 埼玉県桶川市大字五丁台（STA195+00）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA196+70）まで

平成 年 月 日

ウ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA196+70）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA197+16）まで

平成 年 月 日

ノ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA197+16）から埼玉県桶川市大字五丁台（STA198+35）まで

平成 年 月 日

４ １

別　　紙　　１

２４ ４ １

２３ １２ １５

２５

２４ １０ １６

２４ ２ １

２３ １２ １５

２４ ４ １

１２ ２１

２６ ８ ２２

２４



オ 埼玉県桶川市大字五丁台（STA198+35）から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+94）まで

平成 年 月 日

ク 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+94）から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA210+35）まで

平成 年 月 日

ヤ 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA210+35）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA241+72）まで

平成 年 月 日

桶川北本ＩＣ　ランプ部

マ 埼玉県桶川市大字川田谷（B-STA2+31）から埼玉県桶川市大字川田谷(B-STA4+51)まで

平成 年 月 日

ケ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA0+74）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA5+92)まで

平成 年 月 日

フ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA5+92）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA6+73)まで

平成 年 月 日

コ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA6+73）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA7+90)まで

平成 年 月 日

エ 埼玉県桶川市大字川田谷（C-STA7+90）から埼玉県桶川市大字川田谷(C-STA9+42)まで

平成 年 月 日

２４ ４ １

別　　紙　　１

２６ ４ １

２５ １０ １

２６ ４ １

２６ ４ １

２５ ３ １

２７ ３ １

２５ ３ １



テ 埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA5+81）から埼玉県桶川市大字川田谷(D-STA10+26)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　ランプ部

ア 埼玉県桶川市大字加納（A-STA1+70）から埼玉県桶川市大字加納(A-STA2+50)まで

平成 年 月 日

サ 埼玉県桶川市大字加納（B-STA2+72）から埼玉県桶川市大字加納(B-STA3+02)まで

平成 年 月 日

キ 埼玉県桶川市大字加納（C-STA1+99）から埼玉県桶川市大字加納(C-STA3+80)まで

平成 年 月 日

ユ 埼玉県桶川市大字加納（D-STA2+33）から埼玉県桶川市大字加納(D-STA2+72)まで

平成 年 月 日

メ 埼玉県桶川市大字加納（D-STA2+72）から埼玉県桶川市大字加納(D-STA4+40)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　料金所部

ミ 埼玉県桶川市大字加納(B-STA0+80)から埼玉県桶川市大字加納(E-STA0+50)まで

平成 年 月 日

桶川加納ＩＣ　ランプ部

シ 埼玉県桶川市大字加納（E-STA1+30）から埼玉県桶川市大字加納(E-STA1+58)まで

平成 年 月 日

２５ １１

２４ ５ １５

５ １５

２７ ２ １１

２４

１

２６ １２ １

別　　紙　　１

２５ ３ １

１

２４ ５ １５

２５ １０



ヒ 埼玉県桶川市大字加納（G-STA1+98）から埼玉県桶川市大字加納(G-STA2+48)まで

平成 年 月 日

モ 埼玉県桶川市大字加納（G-STA2+98）から埼玉県桶川市大字加納(G-STA3+32)まで

平成 年 月 日

セ 埼玉県桶川市大字加納（H-STA2+32）から埼玉県桶川市大字加納(H-STA3+07)まで

平成 年 月 日

菖蒲ＰＡ

ス 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(ＳＴＡ207+22)から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA210+87)まで

平成 年 月 日

ス－１ 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA207+87)から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間(STA208+60)まで

平成 年 月 日

２４ ５ １５

２６ １ １

２６ １２ ２１

別　　紙　　１

２４ ５ １５

２７ ４ ３０



　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

６６，０４６

６６，０４６

4 ３ ３０

２７ １０ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－９６

（千葉県茂原市石神から千葉県木更津市下郡まで）に関する

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県茂原市石神 から

千葉県木更津市下郡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

摘　　要

千葉県茂原市石神

千葉県木更津市下郡

２１．３

工事施工

車線

設　計　区　間
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１

設　計　区　間

千葉県茂原市石神

　摘　要用地買収

設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４

１００

２ 車線

千葉県木更津市下郡



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

左　側

３．５０ －－

１．７５×２

右　側

往復分離する区間

－

橋梁高架部分

（中小橋）

計

１．７５×２

１．００×２ ２．００

左　側

土工（掘割）部分
１．７５×２ －

（長大橋） －３．５０

トンネル部分
－－－

－ －

橋梁高架部分

－－

構造による区分

別　　紙　　１

計

３．５０

摘 要
往復分離しない区間



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茂原長南インターチェンジ

市原鶴舞インターチェンジ

木更津東インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

千葉県木更津市下郡一般国道４１０号バイパス

路線名

立体接続

他の道路の

別　　紙　　１

千葉県長生郡長南町坂本一般国道４０９号

（茂原・一宮・大原道路）

立体接続

１３，６６０

一般国道２９７号 千葉県市原市田尾 立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２１９＋７３）まで

年 月 日

ロ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２１９＋７３）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２０＋７３）まで

年 月 日

ハ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２０＋７３）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２２＋７７）まで

年 月 日

ニ 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２２２＋７７）から千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２３３＋６０）まで

年 月 日

ホ - 1 千葉県長生郡長南町坂本（ＳＴＡ２３３＋６０）から千葉県長生郡長南町報恩寺（STA２４３＋１７）まで

年 月 日

ホ - 2 千葉県長生郡長南町報恩寺（STA２４３＋１７）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５０＋００）まで

年 月 日

ホ - 3 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５０＋００）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋５９）まで

年 月 日

１

平成 ２４ ９

２４

２４ 7

５ 1

平成

２４ １１

１８

平成

平成

平成

２４

別　　紙　　１

９ １

２４ ５ 1

１

１

平成 ２４ ８

平成



ホ - 4 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋５９）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋６４）まで

平成 年 月 日

ホ - 5 千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５２＋６４）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（STA２５３＋００）まで

平成 年 月 日

へ - 1 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋００）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋０５）まで

年 月 日

へ - 2 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５３＋０５）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５９＋２０）まで

年 月 日

へ - 3 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２５９＋２０）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６２＋６０）まで

年 月 日

ト - 1 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６２＋６０）から千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６６＋６０）まで

年 月 日

ト - 2 千葉県長生郡長南町茗荷沢（ＳＴＡ２６６＋６０）から千葉県長生郡長南町岩撫（ＳＴＡ２７２＋８６）まで

年 月 日

チ - 1 千葉県長生郡長南町岩撫（ＳＴＡ２７２＋８６）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９７＋０６）まで

年 月 日

チ - 2 千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９７＋０６）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋４９．７）まで

年 月 日

１

１０

２４ ８

別　　紙　　１

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ ８ １

２４ １

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２４ １０ １

１１ １

１

平成 ２４ １０ １

平成 ２４ １２

平成 ２４



リ - 1 千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋４９．７）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０６＋８０）まで

年 月 日

リ - 2 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０６＋８０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０７＋１０）まで

年 月 日

リ - 3 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０７＋１０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０８＋４０）まで

年 月 日

リ - 4 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０８＋４０）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０９＋００）まで

年 月 日

ヌ - 1 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３０９＋００）から千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３１０＋００）まで

年 月 日

ヌ - 2 千葉県市原市山小川（ＳＴＡ３１０＋００）から千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１３＋８１）まで

年 月 日

ヌ - 3 千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１３＋８１）から千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１６＋５７）まで

年 月 日

ヌ - 4 千葉県市原市不入（ＳＴＡ３１６＋５７）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１７＋６０）まで

年 月 日

ヌ - 5 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１７＋６０）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２０＋０５）まで

年 月 日

平成

別　　紙　　１

平成 ２５ ２ １

２５ ２ １

１

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １

２ ２０

平成 １

平成 ２５

平成

平成 ２４ １２

１１ １

２４ １２

２４



ヌ - 6 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２０＋０５）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋１８）まで

年 月 日

ヌ - 7 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋１８）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋８０）まで

年 月 日

ヌ - 8 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２１＋８０）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２５＋４０）まで

年 月 日

ヌ - 9 千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２５＋４０）から千葉県市原市養老（ＳＴＡ３２７＋３．５）まで

年 月 日

ヌ - 10 千葉県市原市養老（ＳＴＡ３２７＋３．５）から千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋５７）まで

年 月 日

ヌ - 11 千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋５７）から千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋７２．６）まで

年 月 日

ヌ - 12 千葉県市原市久保（ＳＴＡ３３２＋７２．６）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３４０＋３４）まで

年 月 日

ル - 1 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３４０＋３４）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５８＋２０）まで

年 月 日

ル - 2 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５８＋２０）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８４）まで

年 月 日

平成 ２４ １２

別　　紙　　１

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １２

平成

１

１

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １１ １

２４ １２

平成 ２５ ２ １



ヲ 千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８４）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３６７＋５９）まで

年 月 日

ワ - 1 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３６７＋５９）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７２＋４１）まで

年 月 日

ワ - 2 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７２＋４１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７５＋２１）まで

年 月 日

カ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３７５＋２１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３８０＋６９）まで

年 月 日

ヨ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３８０＋６９）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９２＋１２）まで

年 月 日

タ - 1 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９２＋１２）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９４＋８０）まで

年 月 日

タ - 2 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ３９４＋８０）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４００＋５１）まで

年 月 日

レ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４００＋５１）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０２＋３０．７）まで

年 月 日

ソ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０２＋３０．７）から千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０４＋７８）まで

年 月 日

２４

３ ２６

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２４ ８

平成 ２４ １２

１

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２３ １１ ２１

平成

１０

２４

１

１

平成

平成 ２４ １１ １

別　　紙　　１



ツ 千葉県木更津市真理谷（ＳＴＡ４０４＋７８）から千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１３＋６３．６）まで

年 月 日

ネ 千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１３＋６３．６）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）まで

年 月 日

茂原長南IC 料金所部

ナ 千葉県長生郡長南町坂本（C1‐ＳＴＡ０＋１９．２）から千葉県長生郡長南町坂本（E‐ＳＴＡ1+１０．８）まで

年 月 日

茂原長南IC 管理施設部

ラ - 1 千葉県長生郡長南町坂本（C1‐STA３＋８８．５）から千葉県長生郡長南町坂本（E‐STA３＋７）まで

　　 年 月 日

ラ - 2 千葉県茂原市石神（B‐STA１＋３）から千葉県茂原市石神（B‐STA２＋１．８）まで

　　 年 月 日

ラ - 3 千葉県茂原市石神（C1‐STA０＋０）から千葉県茂原市石神（C1‐STA２＋0）まで

　　 年 月 日

ラ - 4 千葉県長生郡長南町千手堂（E‐STA０＋０）から千葉県長生郡長南町千手堂（E‐STA１２＋１５）まで

　　 年 月 日

ラ - 5 千葉県長生郡長南町千手堂（F‐STA１２＋１８．６）から千葉県長生郡長南町千手堂（F‐STA２１＋１０）まで

　　 年 月 日

別　　紙　　１

１１ ２１

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２３

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ ７ １８



ラ - 6 千葉県長生郡長南町千手堂（G‐STA１２＋１１）から千葉県長生郡長南町千手堂（G‐STA２１＋００）まで

　　 年 月 日

市原鶴舞IC

ム - 1 千葉県市原市山小川（A‐STA２＋２５．４）から千葉県市原市山小川（A‐STA５＋４４．９）まで

　　 年 月 日

ム - 2 千葉県市原市山小川（B‐STA２＋２５．４）から千葉県市原市山小川（B‐STA６＋１１．９）まで

　　 年 月 日

ム - 3 千葉県市原市山小川（B‐STA６＋１１．９）から千葉県市原市山小川（B‐STA６＋４２）まで

　　 年 月 日

ム - 4 千葉県市原市山小川（B‐STA６＋４２）から千葉県市原市山小川（B‐STA７＋７２）まで

　　 年 月 日

ム - 5 千葉県市原市山小川（B‐STA７＋７２）から千葉県市原市山小川（B‐STA８＋３２．２）まで

　　 年 月 日

ム - 6 千葉県市原市山小川（C1‐STA０＋８．９）から千葉県市原市山小川（C1‐STA４＋１４．７）まで

　　 年 月 日

ム - 7 千葉県市原市山小川（C2‐STA４＋８．５）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋８．６）まで

　　 年 月 日

平成 ２４ ７ １８

平成 ２４ １２ １

別　　紙　　１

平成 ２４ １２ １

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２ １

平成 ２４ １２ １

１

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２



ム - 8 千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋８．６）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋３８．９）まで

　　 年 月 日

ム - 9 千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋３８．９）から千葉県市原市山小川（C2‐STA７＋９１．９）まで

　　 年 月 日

ム - 10 千葉県市原市山小川（D‐STA４＋９．１）から千葉県市原市山小川（D‐STA８＋２６．５）まで

　　 平成 年 月 日

市原鶴舞IC　料金所部

ウ 千葉県市原市田尾（C1‐STA０＋８．９５）から千葉県市原市田尾（E‐STA０＋４１．０５）まで

　　 年 月 日

市原鶴舞IC　管理施設部

ノ 千葉県市原市田尾（C1‐STA０＋９５）から千葉県市原市田尾（E‐STA０＋６８）まで

　　 年 月 日

市原鶴舞IC　２９７号接道まで

オ 千葉県市原市田尾（E‐STA０＋４１．０５）から千葉県市原市田尾（E‐STA２＋３４）まで

　　 年 月 日

高滝湖PA　内回り休憩施設

ク - 1 千葉県市原市大和田から千葉県市原市大和田まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２５ ２ １

平成 ２４ １２ １

２４ １２ １

平成 ２３ １１ ２１

平成 ２４ ３ ２６

平成 ２４ １１ １

平成 ２４ １２ １



高滝湖PA　外回り休憩施設

ク - 2 千葉県市原市大和田から千葉県市原市大和田まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （高滝湖ＰＡ 内回り供用開始）

平成 年 月 日 （高滝湖ＰＡ 外回り供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

平成 ２６ １２ １１

別　　紙　　１

４

１４，９３６

１４，９３６

３ ３０

２５ ４ ２７

２５ ７ １２

２７ ８ １０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－９９

一般国道１４号（京葉道路）（京葉市川ＰＡ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）２０，４０４

３１

２０，７１０

別　　紙　　１

１２ ７ ３

３０ ４ ２４

９ ３

１７，０１８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１０１

（神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで）に関する

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

８０

　摘　要

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

４．２

別　　紙　　１

６車線化
神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

用地買収工事施工

６ 車線 車線６



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－１．７５×２

構造による区分

２．５０×２

右　側

－

往復分離する区間

－－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

左　側

往復分離しない区間

別　　紙　　１

計計

－

５．００

－ １．５０

－－

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋） －３．５０

２．５０×２ ５．００ －

－
トンネル部分

０．７５０．７５



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

堀口能見台インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

立体接続

立体接続

市道堀口第５３１号 神奈川県横浜市 立体接続

市道長浜第９９号

路線名

市道長浜第５６号

（首都高速道路湾岸線）

県道高速湾岸線 平面接続

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

接続の位置 接続の方法
他の道路の

別　　紙　　１

備　　　考

金沢区能見台東

３１

神奈川県横浜市

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

　３

　３ １２ １７

８

金沢区並木三丁目

１７６



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３２８

３１９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１０４

（千葉県東金市丹尾から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

一般国道１２６号（千葉東金道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２６号

（有料道路名　：　千葉東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４車線化事業

別　　紙　　１

摘　　要

１００

千葉県東金市丹尾

千葉県山武市松尾町谷津

１５．７

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間 用地買収工事施工

４ 車線 車線

千葉県山武市松尾町谷津

４

千葉県東金市丹尾

　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

－

別　　紙　　１

構造による区分

２．５０×２

－ －

－ －

計

土工（掘割）部分
５．００

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側計

往復分離しない区間

－
トンネル部分

－－

１．７５×２ －３．５０

－ －

橋梁高架部分

（長大橋） －－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

東金ジャンクション

東金インターチェンジ

山武成東インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（東京湾横断・木更津東金道路）

立体接続

（銚子連絡道路）

立体接続

立体接続県道成田松尾線 千葉県山武市松尾町谷津

備　　　考接続の方法接続の位置

一般国道４６８号

千葉県東金市丘山台

他の道路の

別　　紙　　１

２２，５２９

平面接続

一般国道１２６号 千葉県山武市松尾町谷津

路線名

千葉県山武市矢部

千葉県東金市丹尾

東金市道５１４６号線

立体接続

立体接続県道成東酒々井線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

９ ３ ３１

１２ ７ ３

２６，４５７

２７，４８９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１０７

一般国道４６６号（第三京浜道路）（野川ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６６号

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県川崎市宮前区野川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

野川インターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

宮前区野川

路線名

市道尻手黒川線 神奈川県川崎市 立体接続

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

６３ １ １

８ ３ ３１

１１，５８２

１２，１５０

１７，４１４



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１０８

（東京都西多摩郡日の出町平井から埼玉県鶴ヶ島市大字藤金まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

東京都西多摩郡日の出町平井 から

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 まで

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

別　　紙　　１



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１，７６７

別　　紙　　１

６１ １２ １

８ ３ ３１

１，８４４

１，６４３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

　高速道路利便増進事業に関する計画 (スマートＩＣ)に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

東日本高速道路株式会社が管理する高速道路に係る

別紙１－１３０



１．工事の内容及び工事に要する費用に係る債務引受限度額 　

　（１）　工事予算

百万円（消費税込み）

　（２）　工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円（消費税込み））

　（３）　個別箇所に関する工事の内容

個別箇所に関する工事の内容は、下記のとおりとする。

ただし、工事予算及び債務引受限度額については、（１）工事予算及び（２）債務引受限度額の内数である。

また、工事完成後は精算額としている。

―
佐野
SA

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
宇都宮市
今里町

県道
上河内
スマート

インター線

栃木県
宇都宮市
今里町

立体接続 平成21年9月11日

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

300百万円 338百万円 ―
上河内

SA

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
佐野市
黒袴町

県道
佐野環状線

栃木県
佐野市

関川町及び
黒袴町

立体接続 平成21年9月11日

平成23年4月28日
　　　　　(供用開始）
令和4年3月30日

　　　　（残事業完成）

893百万円 1,234百万円
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（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

（へ）
債務引受限度

額
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法 うち
助成対象
基準額

（消費税込み）

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

４３，９５３

４８，２５６

　―　



平成26年2月22日
　　　　　（供用開始）
平成27年3月30日

　　　　（残事業完成）

2,762百万円 3,174百万円

―

―
本線
直結
型

―
本線
直結
型

―

―
那須
高原
SA

―
西仙北

SA

栄PA北陸自動車道
新潟県
三条市

福島新田

市道岡野
新田１号線

及び
市道岡野

新田２号線

新潟県
三条市

福島新田
立体接続 平成21年9月11日

平成24年7月14日
　　　　　（供用開始）
平成26年3月30日

　　　　（残事業完成）

904百万円 1,028百万円

本線
直結
型

常磐自動車道
茨城県
石岡市
正上内

市道
Ａ２４８５号線

茨城県
石岡市
正上内

立体接続 平成21年9月11日

平成23年3月24日
　　　　　（供用開始）
平成25年3月28日

　　　　（残事業完成）

2,772百万円 3,006百万円 ―
本線
直結
型

関越自動車道
新潟線

群馬県高崎
市上滝町

市道
Ｇ６８０号線

及び
市道

Ｇ６８１号線

群馬県高崎
市上滝町及
び佐波郡玉
村町上新田

立体接続 平成21年9月11日

関越自動車道
新潟線

埼玉県
坂戸市塚崎

市道３９７９
号路線及び
市道６９１９

号路線

埼玉県
坂戸市塚崎
及び粟生田

立体接続 平成21年9月11日

平成25年8月25日
　　　　　（供用開始）
平成27年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,885百万円 2,132百万円

東北横断自動車道
いわき新潟線

新潟県
新潟市

秋葉区福島

市道新津
１－９０号線

及び
市道新津

１－９１号線

新潟県
新潟市

秋葉区福島
立体接続 平成21年9月11日

平成23年12月17日
　　　　　（供用開始）
平成26年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,271百万円 1,387百万円

東北横断自動車道
釜石秋田線

秋田県
大仙市
九升田

市道
赤坂強首線

秋田県
大仙市

強首及び
九升田

立体接続 平成21年9月11日

平成23年3月26日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

92百万円 96百万円

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

県道
那須高原
スマート

インター線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

立体接続 平成21年9月11日

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月28日

　　　　（残事業完成）

447百万円 483百万円
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（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

（へ）
債務引受限度

額
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法 うち
助成対象
基準額

（消費税込み）

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日



平成29年3月25日
　　　　（供用開始）
平成30年3月30日

　　　　（残事業完成）

2,490百万円 2,569百万円 ―
本線
直結
型

北陸自動車道
新潟県新潟
市江南区西

野

主要地方道
新潟港横越

線

新潟県新潟
市江南区西

野
立体接続 平成24年5月1日

平成28年3月26日
　　　　　(供用開始）
平成29年3月31日

　　　　（残事業完成）

3,376百万円 3,562百万円 ―
本線
直結
型

北陸自動車道
新潟県長岡
市上野町

市道上川西
398号線及び
市道上川西

399号線

新潟県長岡
市上野町及
び大荒戸町

立体接続 平成24年5月1日

寄居
ＰＡ

関越自動車道
新潟線

埼玉県児玉
郡上里町大

字五明

町道2480号
線及び

町道2087号
線

埼玉県児玉
郡上里町大

字五明
立体接続 平成24年5月1日

平成27年12月20日
　　　　　(供用開始）
平成29年3月30日

　　　　（残事業完成）

1,165百万円 1,240百万円 ―
上里
SA

関越自動車道
新潟線

埼玉県大里
郡寄居町用

土

深谷市道
岡2-570号

及び
寄居町道
A046号線

埼玉県深谷
市本郷及び
大里郡寄居

町用土

立体接続 平成24年5月1日

平成31年3月28日
　　(下り線供用開始）

令和3年3月28日
　　(上り線供用開始）

令和4年3月30日
　　　　（残事業完成）

1,718百万円 2,389百万円 ―

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

（へ）
債務引受限度

額
（消費税込み）

備考

他の道路との接続位置及び接続の方法 うち
助成対象
基準額

（消費税込み）

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日
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―
砂川
SA

東北縦貫自動車道
弘前線

岩手県奥州
市胆沢区小

山

市道附野下
笹森線及び
県道衣川水

沢線

岩手県奥州
市胆沢区小

山
立体接続 平成25年7月1日

平成30年4月21日
　　　　　(供用開始）
令和2年3月30日

　　　　（残事業完成）

北海道縦貫自動車
道

函館名寄線

北海道砂川
市空知太

市道砂川ＳＡ
スマートイン

ター線

北海道砂川
市北光

立体接続 平成25年7月1日

平成27年8月8日
　　　　　(供用開始）
平成29年3月30日

　　　　（残事業完成）

420百万円 455百万円

―

2,515百万円 2,672百万円 ―

本線
直結
型

東北縦貫自動車道
弘前線

福島県郡山
市大槻町

市道中央イン
ター１号線及
び市道中央
インター２号

線

福島県郡山
市大槻町及
び片平町

立体接続 平成25年7月1日

平成31年1月13日
　　　　　(供用開始）
令和2年3月30日

　　　　（残事業完成）

2,359百万円 2,697百万円

本線
直結
型



北関東自動車道
群馬県太田
市成塚町

市道太田成
塚北金井１０

９３号線

群馬県太田
市北金井町

立体接続 平成25年7月1日

平成30年7月28日
　　　　　（供用開始）

令和2年3月30日
　　　　（残事業完成）

1,252百万円 1,348百万円 ―
太田強

戸
PA

宮城県名取
市下増田耕

谷

本線
直結
型

平成25年7月1日

平成27年2月21日
　　　　　(供用開始）
平成28年3月30日

　　　　（残事業完成）

286百万円 291百万円

本線
直結
型

東北縦貫自動車道
弘前線

岩手県滝沢
市高屋敷平

市道茨島土
沢線

岩手県滝沢
市高屋敷平

立体接続 平成25年7月1日

平成31年4月20日
　　　　　(供用開始）
令和3年3月30日

　　　　（残事業完成）

4,422百万円 4,561百万円

町道坂元イン
ター線

宮城県亘理
郡山元町坂
元字上小山

立体接続 平成25年7月1日

平成29年4月1日
　　　　（供用開始）
平成30年3月30日

　　　　（残事業完成）

2,740百万円 2,875百万円 ―

―
市道飯野坂
杉ケ袋線

宮城県名取
市下増田耕
谷及び飯野
坂小揚場

立体接続 平成25年7月1日

平成29年3月18日
　　　　（供用開始）
平成30年3月30日
　　　（残事業完成）

2,275百万円 2,352百万円
本線
直結
型

鳥の海
PA

一般国道６号
（仙台東部道路）

うち
助成対象
基準額

（消費税込み）

他の道路の
路線名

接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

常磐自動車道
宮城県亘理
郡亘理町逢

隈高屋

町道亘理ス
マートイン

ター線

宮城県亘理
郡亘理町逢
隈高屋字新

谷地

東北縦貫自動車道
弘前線

岩手県紫波
郡矢巾町大

字煙山

県道不動盛
岡線及び町
道堤川目線

岩手県柴波
郡矢巾町大
字上矢次及

び煙山

平成25年7月1日

―

常磐自動車道
宮城県亘理
郡山元町坂
元字法羅

―

接続の位置

立体接続 平成25年7月1日

平成28年3月19日
　　　　　（供用開始）
平成30年3月30日

　　　　（残事業完成）

623百万円 702百万円

―

1,202百万円 1,297百万円 ―
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（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

（へ）
債務引受限度

額
（消費税込み）

備考

立体接続
矢巾
PA

平成30年3月24日
　　　　　(供用開始）
令和2年3月30日

　　　　（残事業完成）

他の道路との接続位置及び接続の方法

南相馬
鹿島
SA

常磐自動車道

福島県南相
馬市鹿島区
浮田字椵木

沢

市道西１３８
号線

福島県南相
馬市鹿島区
浮田字椵木

沢

立体接続



3,104百万円
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（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

他の道路との接続位置及び接続の方法 うち
助成対象
基準額

（消費税込み）

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手

年月日
工事の完成
予定年月日

本線
直結
型

一般国道４６８号
（東京湾横断・木更

津東金道路）

千葉県茂原
市国府関

市道３級４２
２１号線

千葉県茂原
市国府関

立体接続 ―平成25年7月1日

令和2年2月16日
　　　　　（供用開始）

令和3年3月30日
　　　　（残事業完成）

2,749百万円

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

（へ）
債務引受限度

額
（消費税込み）

備考

―
本線
直結
型

一般国道４６８号
（東京湾横断・木更

津東金道路）

千葉県大網
白里市小中

市道０１-０３
２号線

千葉県大網
白里市小中

立体接続 平成25年7月1日

平成31年3月24日
　　　　　（供用開始）

令和2年3月30日
　　　　（残事業完成）

3,034百万円 3,264百万円



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１４９

（長野県上水内郡信濃町大字野尻から新潟県上越市大字中屋敷まで）に関する

関越自動車道上越線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

新潟県上越市大字中屋敷 まで

　

（ロ）　延　　　　長 ３７．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 　 　 　 　 　 　 　 　

から

まで

から

まで

別　　紙　　１

摘　　要道路の区分

第１種第２級 道路構造令

第１種第３級 道路構造令

設　計　区　間

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市大字中屋敷



（ロ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

用地買収 　摘　要

１００ １９．９

工事施工

４ 車線 ４

設計速度
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（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

車線

８０ １７．６

設　計　区　間

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市大字中屋敷

設　計　区　間

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市大字中屋敷

４車線化



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

から

まで

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

　

トンネル部分

２．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５１．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５１．７５

２．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分

土工（掘割）部分
２．５０ １．２５

－ －

－

－－

２．５０

－

２．５０

－

－

３．７５

１．００ １．００ ２．００

－

２．５０ ２．５０

構造による区分

－

計計左　側

－

－

－

－

３．７５

２．５０ ２．５０ １．２５ ３．７５

２．５０ ２．５０ １．２５

右　側

往復分離する区間往復分離しない区間設計区間

別　　紙　　１

新潟県上越市
大字中屋敷

長野県上水内郡
信濃町大字野尻

新潟県上越市
中郷区二本木

土工（掘割）部分

－

－

摘 要
左　側

新潟県上越市
中郷区二本木



（チ）　中央帯の標準幅員

から

まで

から

まで

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　 　

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み） 　

　

他の道路の

路線名

－ －

幅　　員 摘　　要

　
３．００メートル（土工部)

３．００メートル（橋梁部)

接続の位置 接続の方法 備　　　考

－

４．５０メートル（橋梁部)

８１，９０１

設　計　区　間

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市中郷区二本木

新潟県上越市大字中屋敷

別　　紙　　１

４．５０メートル（土工部)
　



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （一部供用開始）

令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１２ ５

８８，０９１

８８，０９１

５ ３ ３０

３０ １２ ７

元

２４ １

別　　紙　　１

５



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５０

（千葉県木更津市中烏田から千葉県富津市竹岡まで）に関する

東関東自動車道千葉富津線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県木更津市中烏田 から

千葉県富津市竹岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

千葉県木更津市中烏田

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２０．７

別　　紙　　１

千葉県富津市竹岡

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ―

２．５０

―

１．２５

１．００

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

２．００

３．７５２．５０×２ ５．００

工事施工設　計　区　間

別　　紙　　１

　摘　要用地買収

―３．５０ ―

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

―

１．００

４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側計

構造による区分

千葉県富津市竹岡

往復分離しない区間

４車線化車線

千葉県木更津市中烏田

４ 車線

左　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

メートル（土工部）

メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日 (残事業完成）

(木更津南ＪＣＴ～富津中央ＩＣ　供用開始）

２ ３ ６

４ ３ ３０

(富津中央ＩＣ～富津竹岡ＩＣ　供用開始）

別　　紙　　１

他の道路の

　

接続の位置 備　　　考接続の方法

4.50

4.50

－ －

路線名

－

２４ ５ １

３１ ３ ３１

３０，０３７



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）３３，２７０

別　　紙　　１

３３，２７０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東関東自動車道水戸線 （潮来ＩＣ）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１５１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

茨城県潮来市福島

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

潮来インターチェンジ

他の道路の

別　　紙　　１

立体接続

路線名

一般県道水戸神栖線 茨城県潮来市福島

備　　　考接続の方法接続の位置



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３

１

３１７

４２３

１，２４５

１，４１９

１，３５５



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東関東自動車道水戸線（鉾田IC）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１５２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

茨城県鉾田市秋山

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ

備　　　考

飯名

他の道路の

別　　紙　　１

立体接続

路線名

県道鉾田茨城線 茨城県鉾田市

接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３

１

３１７

４２３

１，７１６

１，４９０

１，６５４



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５４

（埼玉県久喜市下早見から茨城県猿島郡五霞町大字江川まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県久喜市下早見 から

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設　計　区　間

埼玉県久喜市下早見

用地買収工事施工

２ 車線 車線

１００

茨城県猿島郡五霞町大字江川

　摘　要

４

埼玉県久喜市下早見

茨城県猿島郡五霞町大字江川

１２．７

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

－

別　　紙　　１

構造による区分

-

計

－

左　側
摘 要

橋梁高架部分

－

右　側

－

橋梁高架部分

（中小橋） －

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

－

左　側

－

－

－

土工（掘割）部分
-

－－ －

－ －

３．５０１．７５×２（長大橋）

－
トンネル部分

－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション

幸手インターチェンジ

五霞インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

別　　紙　　１

他の道路の

２５，５１４

下早見

路線名

立体接続

立体接続都市計画道路 惣新田・幸手線

大字江川

東北縦貫自動車道 弘前線

埼玉県幸手市

一般国道４号 茨城県猿島郡五霞町 立体接続

埼玉県久喜市

大字平須賀

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 埼玉県久喜市下早見（STA274+95）から埼玉県幸手市大字上高野（STA331+83）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県幸手市大字上高野（STA331+83）から埼玉県幸手市大字上高野（STA335+54）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県幸手市大字上高野（STA335+54）から埼玉県幸手市大字上高野（STA339+04）まで

平成 年 月 日

二 埼玉県幸手市大字上高野（STA339+04）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA357+16）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA357+16）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+47）まで

平成 年 月 日

ヘ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+47）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+56）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県幸手市大字平須賀（STA361+56）から埼玉県幸手市大字木立（STA382+10）まで

平成 年 月 日

２６ ４ １

２６ １１

別　　紙　　１

２６

２４ ７

２４

１５

１２６

１

１０

１３

４

１

７ １

１２５



チ 埼玉県幸手市大字木立（STA382+10）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA5+37）まで

平成 年 月 日

リ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA5+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA10+43）まで

平成 年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA10+43）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA12+30）まで

平成 年 月 日

ル 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA12+30）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA14+31）まで

平成 年 月 日

ヲ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA14+31）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA15+01）まで

平成 年 月 日

ワ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA15+01)から茨城県猿島郡五霞町大字江川(STA16+91)まで

平成 年 月 日

幸手ＩＣ　ランプ部

カ 埼玉県幸手市大字平須賀(D-STA1+28)から埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA0+64)まで

平成 年 月 日

ヨ 埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA0+64)から埼玉県幸手市大字平須賀(H-STA1+10)まで

平成 年 月 日

１

２６ ４ １

２６ １２ ２

２６ １０ ３０

２６ １１ １３

２６ １０ ３０

２６ ８

別　　紙　　１

２６ ５ １

８ １２６



タ 埼玉県幸手市大字平須賀(A-STA1+06)から埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA0+67)まで

平成 年 月 日

レ 埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA0+67)から埼玉県幸手市大字平須賀(E-STA1+12)まで

平成 年 月 日

幸手ＩＣ　管理施設部

ソ 埼玉県幸手市大字平須賀（D-STA1+31)から埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA0+56)まで

平成 年 月 日

五霞ＩＣ　ランプ部
ツ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+00)から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+12）まで

平成 年 月 日

ネ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA0+12）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA1+93）まで

平成 年 月 日

ナ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA1+86）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA3+68）まで

平成 年 月 日

ラ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA0+52）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA2+25）まで

平成 年 月 日

ム 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA1+79）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA4+50）まで

平成 年 月 日３０

２６ ５ １

２６ ８ １

２６ ４ １

別　　紙　　１

２６ １０ ３０

２６ １２ ２

２６ １２ ２

２６ １１ １３

２６ １０



ウ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA0+00)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA1+56）まで

平成 年 月 日

ノ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（F-STA1+58）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（F-STA4+10）まで

平成 年 月 日

オ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（G-STA1+00）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（G-STA4+12）まで

平成 年 月 日

ク 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（H-STA1+60）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（H-STA3+91）まで

平成 年 月 日

ヤ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（Ｉ-STA0+02）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA1+46）まで

平成 年 月 日

マ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA1+46）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA3+83）まで

平成 年 月 日

ケ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA3+83）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+80）まで

平成 年 月 日

フ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+80）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA7+37）まで

平成 年 月 日

コ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA7+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+78）まで

平成 年 月 日

２６ １２ ２

別　　紙　　１

２６ １１ ２６

２７ １ ２６

２７ １ ２６

２６ １１ １１

２６ １２ ２

２６ １２ １６

２６ １２ ６

２６ １１ １８



エ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+78)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+96）まで

平成 年 月 日

テ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA8+96）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+72）まで

平成 年 月 日

ア 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+72）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+88）まで

平成 年 月 日

サ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA11+88）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA14+15）まで

平成 年 月 日

五霞ＩＣ　料金所部

キ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA5+65）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA6+30）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

２６ １２ ６

２６ １１ １３

２７ ２ １

２６ １２ ６

２６ ５ １



　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （五霞インターチェンジ増設レーン供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

７ ３ ３０

別　　紙　　１

２７ １０ ３１

２６，９７６

２６，９７６

２７ ３ ２９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５５

（茨城県猿島郡五霞町大字江川から茨城県つくば市新井まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県猿島郡五霞町大字江川 から

茨城県つくば市新井 まで

（ロ）　延　　　　長 ３５．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

用地買収

設計速度

　摘　要設　計　区　間 工事施工

車線

茨城県つくば市新井

４

設　計　区　間 摘　　要

３５．４

茨城県つくば市新井

１００

別　　紙　　１

茨城県猿島郡五霞町大字江川

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県猿島郡五霞町大字江川

２ 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

摘 要

１．７５×２

－ －

３．５０

往復分離する区間

－

－

－

構造による区分

－

トンネル部分
－ －

別　　紙　　１

左　側 計 右　側

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側 計

－

３．５０

－

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ －

－（中小橋）

３．５０

－ －１．７５×２

橋梁高架部分



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

五霞インターチェンジ

境古河インターチェンジ

坂東インターチェンジ

常総インターチェンジ

つくば中央インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

備　　　考

境町大字蛇池

他の道路の

別　　紙　　１

路線名
接続の位置 接続の方法

一般国道４号 茨城県猿島郡 立体接続

五霞町大字江川

一般国道３５４号 茨城県猿島郡 立体接続

冨田

主要地方道 結城岩井線 立体接続茨城県坂東市

県道 取手つくば線

柳橋

立体接続

４３，５９４

一般国道２９４号 茨城県常総市 立体接続

三坂新田町

茨城県つくば市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA16+91）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA17+13）まで

平成 年 月 日

ロ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA17+13）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA19+34）まで

平成 年 月 日

ハ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA19+34）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA23+00）まで

平成 年 月 日

ニ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA23+00）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA26+60）まで

平成 年 月 日

ホ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA26+60）から茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA30+20）まで

平成 年 月 日

ヘ 茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA30+20）から茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA37+30）まで

平成 年 月 日

ト 茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA37+30）から茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA41+90）まで

平成 年 月 日２６

２６ １０ ３０

２６ １１ １１

２６ １１ １１

２６

２４

２６

１１ １

別　　紙　　１

１２ ２

１２ １１

９ １



チ 茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA41+90）から茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA50+25）まで

平成 年 月 日

リ 茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA50+25）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA79+72）まで

平成 年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA79+72）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA80+40）まで

平成 年 月 日

ル 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA80+40）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA88+80）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 1 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA88+80）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA92+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 2 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA92+00）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA93+23）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 3 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA93+23）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA99+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 1 - 4 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA99+00）から茨城県猿島郡境町山崎（STA111+28）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

２

８ １

２８ ３ １

２８ １ １

２８ ８ １

２６

２４ ９ １

２８

１

２４ ９ １

２５ １

９



ヲ - 1 - 2 茨城県猿島郡境町山崎（STA111+28）から茨城県猿島郡境町山崎（STA120+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 1 茨城県猿島郡境町山崎（STA120+00）から茨城県坂東市菅谷（STA129+03）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 2 茨城県坂東市菅谷（STA129+03）から茨城県坂東市生子（STA140+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 3 - 3 茨城県坂東市生子（STA140+00）から茨城県坂東市生子（STA156+60）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 4 茨城県坂東市生子（STA156+60）から茨城県坂東市半谷（STA159+11）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 5 - 1 茨城県坂東市半谷（STA159+11）から茨城県坂東市冨田（STA162+80）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 5 - 2 茨城県坂東市冨田（STA162+80）から茨城県坂東市冨田（STA167+90）まで

平成 年 月 日

ヲ - 1 - 5 - 3 茨城県坂東市冨田（STA167+90）から茨城県坂東市冨田（STA172+45）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

１

２８ ８ １

２８ ２ １

２８ ３

１

１

２８ ８ １

２８ ６ １

２８ １

２８ ２

２８ ４

１



ヲ - 2 茨城県坂東市冨田（STA172+45）から茨城県坂東市弓田（STA181+17）まで

平成 年 月 日

ヲ - 3 - 1 茨城県坂東市弓田（STA181+17）から茨城県坂東市弓田（STA182+22）まで

平成 年 月 日

ヲ - 3 - 2 茨城県坂東市弓田（STA182+22）から茨城県坂東市弓田（STA208+20）まで

平成 年 月 日

ヲ - 4 茨城県坂東市弓田（STA208+20）から茨城県常総市大生郷町（STA231+73）まで

平成 年 月 日

ヲ - 5 茨城県常総市大生郷町（STA231+73）から茨城県常総市花島町（STA251+16）まで

平成 年 月 日

ヲ - 6 茨城県常総市花島町（STA251+16）から茨城県常総市三坂町（STA266+19）まで

平成 年 月 日

ヲ - 7 茨城県常総市三坂町（STA266+19）から茨城県常総市三坂町（STA269+17）まで

平成 年 月 日

ヲ - 8 茨城県常総市三坂町（STA269+17）から茨城県つくば市高良田元上新田（STA292+93）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

２８ ４ １

９ １

８ １

５

１

１

２８

５

２８ ５ １

２８ ８ １

２８

２８ １

２８ ６

２８



ヲ - 9 茨城県つくば市高良田元上新田（STA292+93）から茨城県つくば市高須賀（STA298+71）まで

平成 年 月 日

ヲ - 10 茨城県つくば市高須賀（STA298+71））から茨城県つくば市高須賀（STA302+38）まで

平成 年 月 日

ヲ - 11 茨城県つくば市高須賀（STA302+38）から茨城県つくば市高須賀（STA311+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 12 茨城県つくば市高須賀（STA311+00）から茨城県つくば市島名（STA343+77）まで

平成 年 月 日

ヲ - 13 茨城県つくば市島名（STA343+77）から茨城県つくば市平（STA352+40）まで

平成 年 月 日

ヲ - 14 茨城県つくば市平（STA352+40）から茨城県つくば市大白硲（STA354+00）まで

平成 年 月 日

ヲ - 15 茨城県つくば市大白硲（STA354+00）から茨城県つくば市柳橋（STA367+47）まで

平成 年 月 日

ヲ - 16 茨城県つくば市柳橋（STA367+47）から茨城県つくば市新井（STA371+21）まで

平成 年 月 日

６ １

１

２８ ８ ８

２８

２８

別　　紙　　１

２８ ４

２８

２８ ４

２８ ５ １

２８ ８ ８

８ ８

１

８ ８



坂東ＩＣ ランプ部

ワ - 1 茨城県坂東市冨田（C-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（E-STA0+35）まで

平成 年 月 日

ワ - 2 茨城県坂東市冨田（A-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（A-STA4+02）まで

平成 年 月 日

ワ - 3 茨城県坂東市冨田（B-STA1+00）から茨城県坂東市弓田（B-STA4+64）まで

平成 年 月 日

ワ - 4 茨城県坂東市冨田（C-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（C-STA6+04）まで

平成 年 月 日

ワ - 5 茨城県坂東市冨田（D-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（D-STA8+23）まで

平成 年 月 日

常総ＩＣ　ランプ部

カ - 1 茨城県常総市三坂町（A-STA0+55）から茨城県常総市三坂町（E-STA0+25）まで

平成 年 月 日

カ - 2 茨城県常総市三坂町（A-STA0+55）から茨城県常総市三坂町（A-STA1+00）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

２７ ７ １

２８ ３ １

４

２８ ４ １

２７

２８ ４ １

２８

２８ ４ １

７ １０

１



常総ＩＣ　ランプ部

カ - 3 茨城県常総市三坂町（A-STA6+35）から茨城県常総市三坂町（A-STA6+90）まで

平成 年 月 日

カ - 4 茨城県常総市三坂町（B-STA6+92）から茨城県常総市三坂新田町（B-STA8+12）まで

平成 年 月 日

カ - 5 茨城県常総市三坂町（D-STA2+40）から茨城県常総市三坂町（D-STA5+68）まで

平成 年 月 日

カ - 6 茨城県常総市三坂町（A-STA0+77）から茨城県常総市三坂町（A-STA6+35）まで

平成 年 月 日

カ - 7 茨城県常総市三坂町（B-STA1+00）から茨城県常総市三坂町（B-STA6+92）まで

平成 年 月 日

カ - 8 茨城県常総市三坂町（C-STA0+77）から茨城県常総市三坂町（C-STA4+31）まで

平成 年 月 日

カ - 9 茨城県常総市三坂町（D-STA1+00）から茨城県常総市三坂町（D-STA2+40）まで

平成 年 月 日

２８ ５ １

２８ ５ １

別　　紙　　１

２８ ５ １

２８ ９ １

２８ ９ １

２８ ９ １

２８ ９ １



つくば中央ＩＣ

ヨ - 1 茨城県つくば市新井（A-STA0+85）から茨城県つくば市新井（A-STA3+55）まで

平成 年 月 日

ヨ - 2 茨城県つくば市新井（D-STA1+50）から茨城県つくば市柳橋（D-STA7+79）まで

平成 年 月 日

・なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （五霞～境古河　供用開始）

平成 年 月 日 （境古河～つくば中央　供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２７ ３ ２９

８２８ ８

４７，１０４

４７，１０４

７ ３ ３０

２９ ２ ２６

別　　紙　　１

２８ ８ ８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５６

（茨城県稲敷市沼田から千葉県成田市吉岡まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県稲敷市沼田 から

千葉県成田市吉岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで
千葉県成田市吉岡

４

茨城県稲敷市沼田

２ 車線 車線

１００

　摘　要

茨城県稲敷市沼田

千葉県成田市吉岡

用地買収工事施工

２０．３

設　計　区　間

摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

２．５０×１

（長大橋） ３．５

－－３．５

－－

１．７５×２

１．７５×２

－

－

橋梁高架部分

－

－

（中小橋）

橋梁高架部分

－

構造による区分 往復分離する区間

左　側左　側 計
摘 要

計

－
トンネル部分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分

１．７５×２

右　側

３．５０

２．３０×１ ２．３０ － － －

稲敷～神崎

神崎～大栄

神崎～大栄２．５０

別　　紙　　１

－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

稲敷インターチェンジ

稲敷東インターチェンジ

神崎インターチェンジ

下総インターチェンジ

大栄ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）２０，２２５

吉岡

路線名

他の道路の

別　　紙　　１

茨城県稲敷市

立体接続

主要地方道 江戸崎新利根線

千葉県成田市

桑山

立体接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考

茨城県稲敷市

千葉県香取郡

県道 江戸崎下総線

神崎町大字松崎

立体接続

沼田

立体接続

千葉県成田市主要地方道 成田下総線

一般国道３５６号

立体接続

青山

東関東自動車道 水戸線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ - 1 茨城県稲敷市沼田（STA195+40）から茨城県稲敷市沼田（STA203+05）まで

平成 年 月 日

イ - 2 茨城県稲敷市沼田（STA203+05）から茨城県稲敷市沼田（STA205+45）まで

平成 年 月 日

イ - 3 茨城県稲敷市沼田（STA205+45）から茨城県稲敷市沼田（STA208+55）まで

平成 年 月 日

イ - 4 茨城県稲敷市沼田（STA208+55）から茨城県稲敷市沼田（STA209+75）まで

平成 年 月 日

イ - 5 茨城県稲敷市沼田（STA209+75）から茨城県稲敷市沼田（STA210+75）まで

平成 年 月 日

イ - 6 茨城県稲敷市沼田（STA210+75）から茨城県稲敷市江戸崎（STA211+95）まで

平成 年 月 日

イ - 7 茨城県稲敷市江戸崎（STA211+95）から茨城県稲敷市江戸崎（STA213+20）まで

平成 年 月 日

２５ ７ １

２５ ４ １

２５ ８ １

２５ ８ １

２６ ３ １

２５ １０ １

別　　紙　　１

２５ １０ １



イ - 8 茨城県稲敷市江戸崎（STA213+20）から茨城県稲敷市江戸崎（STA220+74）まで

平成 年 月 日

イ - 9 茨城県稲敷市江戸崎（STA220+74）から茨城県稲敷市江戸崎（STA225+65）まで

平成 年 月 日

イ - 10 茨城県稲敷市江戸崎（STA225+65）から茨城県稲敷市駒塚（STA233+35）まで

平成 年 月 日

ロ - 1 茨城県稲敷市駒塚（STA233+35）から茨城県稲敷市駒塚（STA233+85）まで

平成 年 月 日

ロ - 2 茨城県稲敷市駒塚（STA233+85）から茨城県稲敷市駒塚（STA236+00）まで

平成 年 月 日

ロ - 3 茨城県稲敷市駒塚（STA236+00）から茨城県稲敷市椎塚（STA237+82）まで

平成 年 月 日

ロ - 4 茨城県稲敷市椎塚（STA237+82）から茨城県稲敷市椎塚（STA242+85）まで

平成 年 月 日

ロ - 5 茨城県稲敷市椎塚（STA242+85）から茨城県稲敷市清水（STA247+10）まで

平成 年 月 日

ロ - 6 茨城県稲敷市清水（STA247+10）から茨城県稲敷市清水（STA248+89）まで

平成 年 月 日

２５ ４ １

２５ １１ １

１

２６ ３

２５ １１

２５ ８ １

２５

別　　紙　　１

７

２５

２５ １０ １

２６ ３ １

１

１

９ １



ロ - 7 茨城県稲敷市清水（STA248+89）から茨城県稲敷市清水（STA252+90）まで

平成 年 月 日

ハ - 1 茨城県稲敷市清水（STA252+90）から茨城県稲敷市清水（STA265+45）まで

平成 年 月 日

ハ - 2 茨城県稲敷市清水（STA265+45）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA4+65）まで

平成 年 月 日

二 - 3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA4+65）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA7+80）まで

平成 年 月 日

二 - 4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA7+80）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA12+60）まで

平成 年 月 日

二 - 5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA12+60）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+24）まで

平成 年 月 日

ホ - 1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+24）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+55）まで

平成 年 月 日

ホ - 2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA13+55）から千葉県成田市高（STA17+20）まで

平成 年 月 日

ホ - 3 千葉県成田市高（STA17+20）から千葉県成田市高（STA17+80）まで

平成 年 月 日

１

２５ １１

２６ ９ １

２６ ８ １

２６ ７ １７

２６ １０ １

２５ １０ １

別　　紙　　１

２６ ８ １

２５ １０ １

２５ ４

１



ホ - 4 千葉県成田市高（STA17+80）から千葉県成田市高（STA19+40）まで

平成 年 月 日

ホ - 5 千葉県成田市高（STA19+40）から千葉県成田市高（STA19+64）まで

平成 年 月 日

ホ - 6 千葉県成田市高（STA19+64）から千葉県成田市高（STA20+24）まで

平成 年 月 日

ホ - 7 千葉県成田市高（STA20+24）から千葉県成田市高（STA21+46）まで

平成 年 月 日

ホ - 8 千葉県成田市高（STA21+46）から千葉県成田市高（STA22+02）まで

平成 年 月 日

ホ - 9 千葉県成田市高（STA22+02）から千葉県成田市名木（STA24+35）まで

平成 年 月 日

ホ - 10 千葉県成田市名木（STA24+35）から千葉県成田市名木（STA27+80）まで

平成 年 月 日

ホ - 11 千葉県成田市名木（STA27+80）から千葉県成田市名木（STA31+20）まで

平成 年 月 日

ホ - 12 千葉県成田市名木（STA31+20）から千葉県成田市名木（STA32+10）まで

平成 年 月 日

２０

２６ １２ １

２６ １０ １

２６ ８ １

２６ ９ １

２６ ８ １８

２６ ９ １

２６ １１ １０

９２６ １５

２６ １１

別　　紙　　１



ホ - 13 千葉県成田市名木（STA32+10）から千葉県成田市名木（STA35+50）まで

平成 年 月 日

ホ - 14 千葉県成田市名木（STA35+50）から千葉県成田市名木（STA37+60）まで

平成 年 月 日

ホ - 15 千葉県成田市名木（STA37+60）から千葉県成田市名木（STA39+00）まで

平成 年 月 日

ホ - 16 千葉県成田市名木（STA39+00）から千葉県成田市名木（STA41+83）まで

平成 年 月 日

ホ - 17 千葉県成田市名木（STA41+83）から千葉県成田市名木（STA45+40）まで

平成 年 月 日

ヘ - 1 千葉県成田市名木（STA45+40）から千葉県成田市倉水（STA59+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 2 千葉県成田市倉水（STA59+20）から千葉県成田市稲荷山（STA60+40）まで

平成 年 月 日

ヘ - 3 千葉県成田市稲荷山（STA60+40）から千葉県成田市稲荷山（STA63+00）まで

平成 年 月 日

ヘ - 4 千葉県成田市稲荷山（STA60+40）から千葉県成田市成井（STA63+80）まで

平成 年 月 日

２６ ９ １

２６ １１ １０

別　　紙　　１

２６ ９ １

２６ １１ ２０

２６ １２ １

１

２６ １１ １０

２６ １０ １

２６ ９ １

２６ １２



ヘ - 5 千葉県成田市成井（STA63+80）から千葉県成田市成井（STA66+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 6 千葉県成田市成井（STA66+20）から千葉県成田市成井（STA67+45）まで

平成 年 月 日

ヘ - 7 千葉県成田市成井（STA67+45）から千葉県成田市成井（STA68+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 8 千葉県成田市成井（STA68+20）から千葉県成田市成井（STA71+40）まで

平成 年 月 日

ヘ - 9 千葉県成田市成井（STA71+40）から千葉県成田市成井（STA73+46）まで

平成 年 月 日

ヘ - 10 千葉県成田市成井（STA73+46）から千葉県成田市芝（STA76+52）まで

平成 年 月 日

ヘ - 11 千葉県成田市芝（STA76+52）から千葉県成田市芝（STA87+77）まで

平成 年 月 日

ヘ - 12 千葉県成田市芝（STA87+77）から千葉県成田市芝（STA92+20）まで

平成 年 月 日

ヘ - 13 千葉県成田市芝（STA92+20）から千葉県成田市吉岡（STA101+68）まで

平成 年 月 日

２６ １１ ２０

２６ １２ １０

２６ ９ １

２６ ８ １

２６

別　　紙　　１

７ １７

２６ ８ １８

２６ ７ １７

２６ ８ １８

２６ ７ １７



ヘ - 14 千葉県成田市吉岡（STA101+68）から千葉県成田市吉岡（STA102+95）まで

平成 年 月 日

ト 千葉県成田市吉岡（STA102+95）から千葉県成田市吉岡（STA106+70）まで

平成 年 月 日

稲敷東ＩＣ

ハ 茨城県稲敷市清水（A‐STA0＋85）から茨城県稲敷市清水（E‐STA0＋55）まで

神崎ＩＣ

ニ - 1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C‐STA2＋22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA0＋50）まで

平成 年 月 日

ニ - 2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA0＋50）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E‐STA3＋25）まで

平成 年 月 日

ニ - 3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（B‐STA2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（B‐STA7+06）まで

平成 年 月 日

ニ - 4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1‐STA2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1‐STA4+58）まで

平成 年 月 日

ニ - 5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2‐STA0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2‐STA3+20）まで

平成 年 月 日

ニ - 6 千葉県香取郡神崎町大字松崎（D‐STA0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（D‐STA2+0）まで

平成 年 月 日

別　　紙　　１

２６ ９ １５

２６ １１ ２０

２５ １ ２１

２５ １０ １

２６ ７ １７

２６ ７ １７

２６ ７ １７

２６ ９ １



下総ＩＣ

ヘ - 1 千葉県成田市青山（C1‐STA0+50）から千葉県成田市青山（E‐STA0+71）まで

平成 年 月 日

ヘ - 2 千葉県成田市青山（C1‐STA0+50）から千葉県成田市青山（C1‐STA1+91）まで

平成 年 月 日

ヘ - 3 千葉県成田市青山（A‐STA0+50）から千葉県成田市名木（A‐STA4+25）まで

平成 年 月 日

ヘ - 4 千葉県成田市青山（B‐STA0+50）から千葉県成田市名木（B‐STA4+96）まで

平成 年 月 日

ヘ - 5 千葉県成田市青山（C2‐STA1+91）から千葉県成田市名木（C2‐STA4+97）まで

平成 年 月 日

ヘ - 6 千葉県成田市青山（D‐STA1+91）から千葉県成田市名木（D‐STA5+86）まで

平成 年 月 日

ヘ - 7 千葉県成田市青山（E‐STA0+71）から千葉県成田市名木（E‐STA1+91）まで

平成 年 月 日

大栄ＪＣＴ

ト - 1 千葉県成田市吉岡（B‐STA2+10）から千葉県成田市吉岡（B‐STA9+53）まで

平成 年 月 日２６ １２ １

別　　紙　　１

２６ ７ １７

２６ ９ １

２６ ９ １

２７ １ １

２６ ９ １

２６ ９ １

２６ ９ １



ト - 2 千葉県成田市吉岡（H‐STA2+10）から千葉県成田市吉岡（H‐STA7+48）まで

平成 年 月 日

神崎ＰＡ（仮称）

チ - 1 千葉県香取郡神崎町大字松崎から千葉県香取郡神崎町大字松崎まで

令和 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （稲敷ＩＣ～神崎ＩＣ　供用開始）

平成 年 月 日 （神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ　供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２６ １２ １

別　　紙　　１

６

２２，１２３

２２，１２３

２６ ４ １２

２７ ６ ７

４ １

７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１５７

（東京都三鷹市北野から東京都練馬区大泉町まで）に関する

関越自動車道新潟線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都三鷹市北野 から

東京都練馬区大泉町 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 直轄事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 ２ 種 第 １ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．２５ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

車線

東京都練馬区大泉町

９．８

設　計　区　間 工事施工

８０

　摘　要

東京都三鷹市北野

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

東京都三鷹市北野

用地買収

東京都練馬区大泉町

車線

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１

設計速度

６６



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

（長大橋）

－

橋梁高架部分

計

別　　紙　　１

構造による区分 往復分離する区間

２．５０

－ －

トンネル部分

（中小橋）

０．７５

土工（掘割）部分

２．５０－

－

摘 要
右　側計

３．２５

－

０．７５

－

－

３．２５

往復分離しない区間

左　側左　側

－

－

－－－－

橋梁高架部分



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

中央ジャンクション（仮称）

本線

東八道路インターチェンジ（仮称）

青梅街道インターチェンジ（仮称）

目白通りインターチェンジ（仮称）

本線

大泉ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続

立体接続

東京都三鷹市北野

立体接続

接続の位置 接続の方法

東北縦貫自動車道弘前線

９６０，９０８

東京都三鷹市牟礼

関越自動車道新潟線 東京都練馬区大泉町

都道練馬所沢線 立体接続

平面接続

東京都練馬区東大泉

東京都練馬区大泉町

東京都練馬区関町南

中央自動車道富士吉田線

都道東京所沢線

都道新宿国立線

路線名

別　　紙　　１

立体接続

他の道路の

平面接続

備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 東京都三鷹市北野(STA.63+36)から東京都練馬区石神井台(STA.133+16)まで

年 月 日

ロ 東京都練馬区石神井台(STA.133+16)から東京都練馬区石神井台（STA.137+10）まで

年 月 日

ハ 東京都練馬区石神井台(STA.137+10)から東京都練馬区石神井町(STA.149+40)まで

年 月 日

二 東京都練馬区石神井町(STA.149+40)から東京都練馬区大泉町(STA.159+15)まで

年 月 日

ホ 東京都練馬区大泉町(STA.159+15)から東京都練馬区大泉町(STA.160+89)まで

年 月 日

　・　なお、直轄事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が直轄事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

令和 ４

２９ １

１１９

１３

別　　紙　　１

元

１２

８ １５

令和

令和

平成

平成

２ ４

６

２６

３ ３１

１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円)（消費税込み）１，２４８，２７２

１，２９６，１０３

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６１

（神奈川県横浜市栄区田谷町から神奈川県藤沢市城南二丁目まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名 一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市栄区田谷町 から

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ハ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

８０

神奈川県横浜市栄区田谷町

神奈川県藤沢市城南二丁目

７．３



（二）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

車線

－

トンネル部分

構造による区分 往復分離する区間

神奈川県藤沢市城南二丁目

４

右　側

神奈川県横浜市栄区田谷町

摘 要
計

－

－ ３．２５

往復分離しない区間

計

５．００

４ 車線

別　　紙　　１

－

用地買収工事施工 　摘　要設　計　区　間

－

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

－

－

左　側

０．７５

左　側

２．５×２

２．５０－

土工（掘割）部分

－

（長大橋）

－

３．５０１．７５×２ － － －



（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

藤沢インターチェンジ

藤沢インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

別　　紙　　１

他の道路の

立体接続神奈川県横浜市栄区田谷町

立体接続

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）

及び都市計画道路横浜藤沢線

一般国道１号 神奈川県藤沢市城南二丁目

平面接続

路線名

栄インター・ジャンクション（仮称）

接続の位置 接続の方法 備　　　考

一般国道１号（新湘南バイパス）

１５４，９１４

神奈川県藤沢市城南二丁目



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 神奈川県横浜市栄区田谷町(STA.００+７３)から神奈川県藤沢市城南一丁目(STA.７４+０５)まで

令和 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１６４，７５０

１５６，８３０

３ ３１

２

７

４ １

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６２

（千葉県成田市吉岡から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名 一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県成田市吉岡 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ハ）　設計速度

から

まで

１００

千葉県成田市吉岡

千葉県山武市松尾町谷津

１８．５

摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（二）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（へ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

　摘　要用地買収工事施工

別　　紙　　１

設　計　区　間

－ －３．５０１．７５×２ －

摘 要
計

－

２．００ －

往復分離しない区間

千葉県山武市松尾町谷津

トンネル部分

０．７５－ ２．５０

左　側

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４

右　側

千葉県成田市吉岡

構造による区分 往復分離する区間

３．２５

３．５０

－

左　側

１．７５×２

－１．００×２

計

土工（掘割）部分

２ 車線 車線

－

橋梁高架部分

（長大橋）



（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション

（主）成田小見川鹿島港線

インターチェンジ（仮称）

国道２９６号インターチェンジ（仮称）

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）５９，５６０

千葉県山武市

一般国道１２６号（千葉東金道路） 千葉県山武市

松尾町谷津

及び県道成田松尾線 松尾町谷津

立体接続

平面接続

立体接続

東関東自動車道水戸線

県道成田小見川鹿島港線

路線名

千葉県成田市

千葉県成田市

他の道路の
接続の位置 接続の方法

立体接続

別　　紙　　１

千葉県香取郡

備　　　考

多古町喜多

一般国道１２６号（銚子連絡道路）

一般国道２９６号 立体接続

川上

吉岡



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県成田市吉岡(STA.０+００)から千葉県山武市松尾町谷津(STA.１８４+９０)まで

平成 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

７ ３ ３１

３１ ４ １

別　　紙　　１

６５，７４３

６８，１６９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６４

日本海沿岸東北自動車道（酒田みなとＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

山形県酒田市藤塚字ふけ田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

酒田みなとインターチェンジ

本線

（新直轄）

路線名

別　　紙　　１

他の道路の

藤塚字南割

備　　　考接続の位置 接続の方法

主要地方道酒田八幡線 山形県酒田市 立体接続

日本海沿岸東北自動車道 山形県酒田市 平面接続

藤塚字ふけ田



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２６ １０ １

１，９３３

１，９０３

５ ３ ３０

２ １２ １３

１，６５６



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６５

常磐自動車道 （いわき小名浜ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県いわき市山田町長沢

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

いわき小名浜インターチェンジ

（仮称）

路線名

小名浜道路 福島県いわき市 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

（県道いわき上三坂小野線） 山田町長沢



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

７ ３ ３１

別　　紙　　１

２６ １０ １

１，５７１

１，５０４

１，３４１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道　弘前線 （平泉スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１６７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

岩手県西磐井郡平泉町字祗園

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

平泉スマートインターチェンジ

備　　　考
路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道　祗園線
岩手県西磐井郡平泉町字

祗園
立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２６ １０ １

３ １２ ３１

　―　

４，３６４

４，０１３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１６８

東北縦貫自動車道　八戸線 （八戸西スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　八戸線

（２）　工事の箇所

青森県八戸市大字尻内町字根岸

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法

八戸西スマートインターチェンジ

備　　　考

市道　新川添線（上り線）
及び市道　畑田線（下り線）

青森県八戸市大字尻内町
字新川添及び畑田

立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

（供用開始）

３ ３ ３０

２，６４６

２，７７６

別　　紙　　１

２６ １０ １

３１ ３ ２３

　―　



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１７１

常磐自動車道 （水戸北スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県水戸市飯富町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の

市道飯富286号線及び市道飯富
287号線

茨城県水戸市飯富町 立体接続 水戸北スマートインターチェンジ

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２６ １０ １

　―　

元 ９ 7

４ ３ ３０

１，３２９

１，５０５



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１７３

東北縦貫自動車道弘前線 （桑折ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県伊達郡桑折町大字松原

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桑折ジャンクション

路線名

一般国道115号（東北中央自動車道） 福島県伊達郡桑折町 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

相馬福島道路 大字松原



（４）　工事予算

百万円　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２ ８ ２

６，９１６

別　　紙　　１

２７ ９ １

７，５２０

（供用開始）

７，４９２

４ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１７４

常磐自動車道 （大熊ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県双葉郡大熊町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

町道西２０号線 福島県双葉郡大熊町 立体接続 大熊インターチェンジ

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１

２ ３ ６ （残事業一部完成）

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力災害により設定された帰還困難区域
における施工のため、工事に要する費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

３ ３０ （残事業完成）

２，７６２

３

２，７６２

（供用開始）

２，５４４

３１ ３ ３１

別　　紙　　１

２７ ９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道弘前線 （大谷スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１７６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県宇都宮市宝木町及び駒生町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道大谷スマートインター１号線
及び市道大谷スマートインター２
号線

栃木県宇都宮市宝木町及
び駒生町

立体接続
大谷スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２７ ９ １

　―　

４ ９ ３０

４，０８１

３，６８１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

関越自動車道新潟線 （三芳スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１７７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の箇所

埼玉県入間郡三芳町上富

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三芳スマートインターチェンジ

備　　　考
路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法

町道幹線３号線及び町道上富６９
号線

埼玉県入間郡三芳町上富 立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２７ ９ １

６ ３ ３１

　―　

２，５１６

２，１４９



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

一般国道１６号（横浜横須賀道路） （横須賀ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１７８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名：横浜横須賀道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県横須賀市平作

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道７５６６号坂本芦名線 神奈川県横須賀市平作 立体接続
横須賀ＰＡスマートインターチェン
ジ（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２７ ９ １

　―　

８ ３ ３１

１，３５３

１，１０３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東関東自動車道水戸線（京葉ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１７９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県市川市稲荷木

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

京葉ジャンクション

接続の位置 接続の方法 備　　　考

別　　紙　　１

他の道路の

（京葉道路） 稲荷木

路線名

一般国道１４号 千葉県市川市 立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）３７，２０６

８

３

３

３４，３１７

２８

別　　紙　　１

１

３１

３９，０１４



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１８０

（福島県いわき市好間町から福島県双葉郡広野町まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県いわき市好間町 から

福島県双葉郡広野町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
福島県双葉郡広野町

１００

福島県いわき市好間町

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

２６．６

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

左　側

１．７５×２

橋梁高架部分

（長大橋）

（中小橋） ――

１．００

２．５０

―

１．２５

１．００

４

２．００

３．７５
土工（掘割）部分

橋梁高架部分

工事施工設　計　区　間

車線

―３．５０ ―

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

―

別　　紙　　１

４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側計

構造による区分

福島県双葉郡広野町

往復分離しない区間

　摘　要用地買収

４車線化車線

福島県いわき市好間町



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （一部供用開始）

令和 年 月 日 （供用開始）

１

他の道路の

路線名

－

１１５，４９７

別　　紙　　１

７

－ －

接続の位置 接続の方法 備　　　考

　

２８

３ ９ ３０

３ ３ ３０



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１２３，２８２

別　　紙　　１

１２３，２８５



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１８１

（宮城県亘理郡山元町大平から宮城県亘理郡亘理町逢隈まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡山元町大平 から

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

（ロ）　延　　　　長 １１．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

宮城県亘理郡山元町大平

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

１１．５

別　　紙　　１

宮城県亘理郡亘理町逢隈

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

―（長大橋） ―３．５０ ―１．７５×２

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

２．５０×２ ５．００

工事施工設　計　区　間

左　側

４ 車線

　摘　要用地買収

４車線化車線

別　　紙　　１

４

摘 要
往復分離する区間

計右　側左　側計

構造による区分

宮城県亘理郡亘理町逢隈

往復分離しない区間

―

宮城県亘理郡山元町大平

―

――

―

―

―

―

―



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

３

２８ ７ １

２８，４６１

３ ６

４ ３ ３０

他の道路の

路線名

－

別　　紙　　１

　

－ －

接続の位置 接続の方法 備　　　考



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）３２，６６９

別　　紙　　１

３２，９０５



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１８２

（宮城県亘理郡亘理町逢隈から宮城県岩沼市押分まで）に関する

一般国道６号（仙台東部道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道６号

（有料道路名　：　仙台東部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡亘理町逢隈 から

宮城県岩沼市押分 まで

（ロ）　延　　　　長 ２．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

摘　　要

１００

宮城県亘理郡亘理町逢隈

設　計　区　間 用地買収工事施工

４ 車線 車線

宮城県岩沼市押分

４

宮城県亘理郡亘理町逢隈

宮城県岩沼市押分

２．２

設　計　区　間

４車線化



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の

路線名

－ －－

接続の位置 接続の方法 備　　　考

１．７５×２ ―３．５０

― ―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

トンネル部分
――

往復分離しない区間

――

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側計

―

構造による区分

２．５０×２

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ―

―

別　　紙　　１

― ―

― ―

計

土工（掘割）部分
５．００



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

１４，０３６

１３，９３６

３ ３ ６

２８ ７

１２，２０２

１

４ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

北海道縦貫自動車道函館名寄線 （苫小牧中央ＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１８３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道苫小牧市字高丘

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

苫小牧中央インターチェンジ

路線名

道道　苫小牧中央インター線 北海道苫小牧市 立体接続

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

字高丘



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２ １２ １３

２，４０３

別　　紙　　１

２８ ７ １

２，６３５

２，６２７

４ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道　弘前線 （都賀西方スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１８４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県栃木市都賀町及び西方町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道都賀西方スマートインター１
号線及び市道都賀西方スマートイ
ンター２号線

栃木県栃木市都賀町及び
西方町

立体接続
都賀西方スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２８ ７ １

　―　

５ ３ ３１

１，９８６

１，７３７



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１８５

東北縦貫自動車道　弘前線 （矢板北スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県矢板市下太田地内及び長井地内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

矢板北スマートインターチェンジ
市道矢板北スマートインター１号
線及び市道矢板北スマートイン
ター２号線

栃木県矢板市下太田地内
及び長井地内

立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日 （供用開始）

令和 年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２８ ７ １

　―　

３ ３ ２８

１，２４３

１，１０３

４ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－１８６

（茨城県潮来市延方から茨城県鉾田市秋山まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県潮来市延方 から

茨城県鉾田市秋山 まで

（ロ）　延　　　　長 ３０．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 直轄事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

茨城県潮来市延方

２ 車線

茨城県鉾田市秋山

８０

　摘　要

茨城県潮来市延方

茨城県鉾田市秋山

３０．９

摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

工事施工

車線

用地買収設　計　区　間



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

土工（掘割）部分
２．５０×２

０．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

右　側左　側

別　　紙　　１

摘 要
計

－

－ －

－ －

１．５

－

左　側

－－

５．０

トンネル部分
－

構造による区分 往復分離しない区間

計

５．０

往復分離する区間

－

２．５０×２

３．５１．７５×２（長大橋）

－

－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

潮来インターチェンジ

麻生インターチェンジ（仮称）

北浦インターチェンジ（仮称）

鉾田インターチェンジ

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

茨城県行方市

１７，０４１

両宿

一般国道３５４号

茨城県行方市

他の道路の

市道（潮）１級１３号線

備　　　考

路線名

接続の位置

別　　紙　　１

立体接続

立体接続

接続の方法

延方

茨城県潮来市

立体接続

立体接続

石神

県道水戸神栖線及び

市道麻生１-１７号

飯名

茨城県鉾田市県道鉾田茨城線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

　　茨城県鉾田市塔ヶ崎（STA286+4.0）は、令和５年　４月　１日までに着手するものとする

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

　・　なお、直轄事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、

　　会社が直轄事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいい、茨城県潮来市延方（STA－1－8.1

１９，３１８

２０，１６０

７ ３ ３１

１７２９

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道 弘前線（菅生スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１８７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県柴田郡村田町菅生

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続主要地方道　仙台村田線

路線名

他の道路の
備　　　考

宮城県柴田郡村田町菅生 菅生スマートインターチェンジ（仮称）

別　　紙　　１

接続の方法接続の位置



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２９ １０ １

５ ３ ３１

　―　

２，６８３

２，１３４



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

関越自動車道上越線 （甘楽ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１８８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　上越線

（２）　工事の箇所

群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉及び天引

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

甘楽ＰＡスマートインターチェンジ
（仮称）

町道　甘楽ＰＡスマートＩＣ線
群馬県甘楽郡甘楽町大字

白倉及び天引
立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，４７７

別　　紙　　１

２９ １０ １

　―　

５ ３ ３１

１，７３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

北関東自動車道 （出流原ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１８９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

栃木県佐野市出流原町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

出流原ＰＡスマートインターチェン
ジ（仮称）

市道出流原ＰＡスマートインター
線（西行き）及び市道出流原ＰＡス
マートインター線（東行き）

栃木県佐野市出流原町 立体接続



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２９ １０ １

　―　

４ ９ ３０

２，０８９

１,７１１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）　 （つくばスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

茨城県つくば市島名

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道つくばスマートＩＣアクセス１号
線及び市道つくばスマートＩＣアク
セス２号線

茨城県つくば市島名 立体接続
つくばスマートインターチェンジ
（仮称）

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２９ １０ １

　―　

４ ３ ３１

２，３８７

１，９３８



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１９１

（埼玉県久喜市大字下早見から千葉県成田市吉岡まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県久喜市大字下早見 から

千葉県成田市吉岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ９２．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般道路事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

　摘　要

１００ ９２．２
千葉県成田市吉岡 まで

埼玉県久喜市大字下早見

４ 車線 ４ 車線 ４車線化

千葉県成田市吉岡

から

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

別　　紙　　１

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

埼玉県久喜市大字下早見 から

設　計　区　間 工事施工 用地買収



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

（チ）　付加車線の標準幅員 ― メートル

設　計　区　間

千葉県
成田市吉岡

埼玉県久喜市
大字下早見

―３．５０ ―

５．００

トンネル部分

２．５０×２

左　側

―

―

―

―

―

―

―

右　側左　側計

構造による区分 往復分離しない区間

別　　紙　　１

摘 要
往復分離する区間

計

―

―

２．５０×２

―

―

１．７５×２

橋梁高架部分

（長大橋）

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

５．００



（リ）　中央帯の標準幅員

（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

接続の位置 接続の方法 備　　　考

３．５０メートル（橋梁部）

設　計　区　間 幅　　　　　員 摘　　要

埼玉県久喜市大字下早見 から

千葉県成田市吉岡 まで

３．００メートル（土工部）

　

－ －

他の道路の

路線名

－

３８８，６０６

別　　紙　　１



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

元 ５ １

７ ３ ３１

４２９，６６６

４１０，２４８

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

日本海沿岸東北自動車道 （胎内スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県胎内市鴻ノ巣 及び 宮瀬

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

（仮称）市道胎内スマートインター
１号線 及び （仮称）市道胎内ス
マートインター２号線

新潟県胎内市
鴻ノ巣及び宮瀬

立体接続
胎内スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，３１２

１，５８６

別　　紙　　１

３０ ９ １０

　―　

５ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

北関東自動車道　 （下野スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

栃木県下野市下古山及び上古山

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道下野スマートインター線（西
行き）及び市道下野スマートイン
ター線（東行き）

栃木県下野市下古山及び
上古山

立体接続
下野スマートインターチェンジ
（仮称）

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，７４３

２，２０３

別　　紙　　１

３０ ９ １０

　―　

５ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１９５

中央自動車道長野線（筑北スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道長野線

（２）　工事の箇所

長野県東筑摩郡筑北村西条小仁熊

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の

村道滝上北線
長野県 東筑摩郡 筑北村

西条小仁熊
立体接続

筑北スマートインターチェンジ（仮
称）

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，８６３

３１

別　　紙　　１

３０ ９ １０

　―　

５ ３

２，３４３ 



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－１９６

東北縦貫自動車道　弘前線 （蓮田スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県蓮田市大字川島及び黒浜

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
備　　　考

県道蓮田白岡久喜線 及び 市道
57号線

埼玉県蓮田市大字川島 及
び 黒浜

立体接続 蓮田スマートインターチェンジ

接続の位置 接続の方法



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

元 １１ １

　―　

６ ３ ３１

１，７７６

１，３９０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道弘前線 （花巻ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

岩手県花巻市諏訪 及び 大谷地

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道山の神諏訪線　及び
県道花巻和賀線

岩手県花巻市諏訪
　及び　大谷地

立体接続
花巻ＰＡスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

１，３０９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，７１２

別　　紙　　１

元 １２ ２４

　―　

６ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北中央自動車道相馬尾花沢線 （山形ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県山形市大道端

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道西部工業団地村木沢線 山形県山形市大道端 立体接続
山形ＰＡスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

１，４３３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，８４２

別　　紙　　１

元 １２ ２４

　―　

６ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

常磐自動車道 （つくばみらいスマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－１９９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県つくばみらい市古川

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

（仮称）つくばみらいスマートＩＣ１
号線 及び （仮称）つくばみらいス
マートＩＣ２号線

茨城県つくばみらい市古川 立体接続
つくばみらいスマートインターチェ
ンジ（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，３２２

２，８９６

別　　紙　　１

元 １１ １

　―　

６ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

常磐自動車道 （小高スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２００



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県南相馬市小高区大田和

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道大田和インター線　及び
市道川房インター線

福島県南相馬市小高区大
田和

立体接続
小高スマートインターチェンジ（仮
称）



（４）　工事予算

２，６１３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３，３３１

別　　紙　　１

元 １２ ２４

　―　

７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２０１

（埼玉県八潮市大字八條から埼玉県北葛飾郡松伏町田島まで）に関する

一般国道4号（東埼玉道路）

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道4号（東埼玉道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県八潮市大字八條 から

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

別　　紙　　１



（ハ）　設計速度

から

まで

（二）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（へ）　車線数

から

まで

４

埼玉県北葛飾郡松伏町田島

８０

　摘　要

埼玉県八潮市大字八條

埼玉県北葛飾郡松伏町田島

用地買収

９．５

摘　　要設　計　区　間

別　　紙　　１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間 工事施工

埼玉県八潮市大字八條

４ 車線 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

左　側

－－

往復分離する区間

土工（掘割）部分
２．５０×２

－

橋梁高架部分

（中小橋）

計右　側

トンネル部分
－

構造による区分 往復分離しない区間

左　側

－

計

－

別　　紙　　１

摘 要

－

（長大橋）

５．００

－

５．００２．５０×２

－

－

－

－－ －

－ －

橋梁高架部分



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

草加八潮

インター・ジャンクション（仮称）

蒲生柿木川戸線

インターチェンジ（仮称）

越谷吉川線

インターチェンジ（仮称）

越谷総合公園川藤線

インターチェンジ（仮称）

浦和野田線

インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１６，７０９ 百万円（消費税込み）

備　　　考

立体接続

一般国道４号 埼玉県草加市柿木町 立体接続

立体接続

一般国道４号 埼玉県吉川市大字川藤 立体接続

一般国道４号 埼玉県北葛飾郡松伏町田島

立体接続

接続の位置 接続の方法

及び常磐自動車道

一般国道４号

他の道路の

路線名

一般国道４号 埼玉県八潮市大字八條

埼玉県越谷市大成町

別　　紙　　１



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手（予定）年月日とは、
　各区間の全ての範囲について、会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 １８，７２３ 百万円）（消費税込み）

１９，５８７

１２ ３ ３１

１０ ４ １

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び３号に定める協定記載事項）

別紙１－２０２

（北海道勇払郡占冠村字中央から北海道勇払郡占冠村字上トマムまで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字中央 から

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

北海道勇払郡占冠村字中央

北海道勇払郡占冠村字上トマム

別　　紙　　１

摘　　要

１００ ２６．２

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５

橋梁高架部分

（中小橋）

　摘　要

２．００

３．７５

往復分離する区間

１．２５

１．００

計

１．００

２．５０

左　側

４ 車線 ４

設　計　区　間

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村字中央

用地買収

左　側

トンネル部分

２．５０×２

工事施工

往復分離しない区間

５．００
土工（掘割）部分

構造による区分

北海道勇払郡占冠村字上トマム

４車線化

－

摘 要
計 右　側

５．００

車線

１．７５－

２．５０×２

－

－－

橋梁高架部分

（長大橋） ３．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

９７，０００ 百万円（消費税込み）

－

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

－

接続の位置 接続の方法 備　　　考

－



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）　（消費税込み）

２

１２

５

３

１

３１

別　　紙　　１

１１３，８１４

１０８，４６０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２０３

常磐自動車道

（福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市原町区大字信田沢まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県双葉郡浪江町大字室原 から

福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで

（なお、事業着手する区間については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までとする。）

（ロ）　延　　　　長 １８．４ キロメートル （１．９キロメートル）

※（　）内は福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までを表す。

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県双葉郡浪江町大字室原

１００ １８．４
福島県南相馬市原町区大字信田

沢

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

トンネル部分
― ― １．００ １．００ ２．００

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

４車線化
福島県南相馬市原町区大字信田

沢

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

福島県双葉郡浪江町大字室原

４ 車線 ４ 車線



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（うち、福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの工事予算　７，０００百万円（消費税込み））

４５，０００

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －

　



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

（なお、上記については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

（なお、上記については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの債務引受限度額および助成対象基準額を表す。）

９，７０２

９，２６９

１２ ３ ３１

別　　紙　　１

２ ５ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

北海道横断自動車道黒松内釧路線 （長流枝スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道河東郡音更町字長流枝

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

長流枝スマートインターチェンジ
（仮称）

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

町道長流枝スマートインター線 北海道河東郡音更町字長流枝 立体接続



（４）　工事予算

３，００４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

９ ３ ３１

４，００４



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北縦貫自動車道弘前線（白石中央スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県白石市大平中目

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

白石中央スマートインターチェンジ
（仮称）

市道白石中央スマートインター１号線
市道白石中央スマートインター２号線 宮城県白石市大平中目 立体接続

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

２，４２１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３，１３３

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東北中央自動車道相馬尾花沢線（天童南スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県天童市大字高擶

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道スマートインター２号線 山形県天童市大字高擶 立体接続
天童南スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

２，２８４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

３，２５３

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

関越自動車道上越線（若穂スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０７



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の箇所

長野県長野市若穂川田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

若穂スマートインターチェンジ
（仮称）

市道若穂西298号線 長野県長野市若穂川田 立体接続

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

２，７４５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，６３１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

常磐自動車道 （三郷料金所スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市小谷堀

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷料金所スマートインターチェンジ
市道１３１３号線、市道１７０４号
線、市道１７０５号線　及び　市道
１７０６号線

埼玉県三郷市小谷堀 立体接続

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

９２１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２９８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

北陸自動車道（大積スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２０９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県長岡市

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

市道二和55号線　及び
市道二和143号線

新潟県長岡市 平面接続
大積スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１，３４７

１，９２９

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

一般国道13号 （米沢南陽道路）（高畠スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２１０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道13号

（有料道路名　：　米沢南陽道路）

（２）　工事の箇所

山形県東置賜郡高畠町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

路線名

別　　紙　　１

他の道路の
接続の位置 接続の方法 備　　　考

町道高畠インター1号線
町道高畠インター２号線

山形県東置賜郡高畠町 立体接続
高畠スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）　工事予算

１，８１０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２，６１１

別　　紙　　１

２ １２ １

　―　

９ ３ ３１



 

別紙１－２１０の次に次の別紙を加える。 

 

  



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

東関東自動車道水戸線（北千葉ＪＣＴ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙１－２１１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道 水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県市川市堀之内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

北千葉ジャンクション

（仮称）

別　　紙　　１

他の道路の

（北千葉道路） 堀之内

路線名

一般国道４６４号 千葉県市川市 平面接続

接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）１５３，３４２

別　　紙　　１

１

３１

１３２，４４１

１６１，０８７

１３

５

３

３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２1２

（北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字上トマム から

北海道上川郡清水町字清水 まで

（なお、事業着手する区間については北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までとする。）

（ロ）　延　　　　長 ２０．９ キロメートル （３．２キロメートル）

※（　）内は北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までを表す。

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

北海道勇払郡占冠村字上トマム

北海道上川郡清水町字清水

別　　紙　　１

摘　　要

１００ ２０．９

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５３．５０

２．５０×２

１．７５×２

３．７５２．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

４車線化

１．２５

摘 要
計 右　側

５．００

車線

用地買収

左　側

トンネル部分

２．５０×２

―

工事施工

往復分離しない区間

―

５．００
土工（掘割）部分

構造による区分

北海道上川郡清水町字清水

３．００１．２５

橋梁高架部分

（中小橋）

　摘　要

２．００

３．７５

往復分離する区間

１．２５

１．００

計

１．００

２．５０

左　側

４ 車線 ４

設　計　区　間

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村字上トマム



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

５２,０００ 百万円（消費税込み）

（うち、北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までの工事予算　２４，０００百万円（消費税込み））

－－

接続の位置

別　　紙　　１

他の道路の

路線名

－

備　　　考接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

（なお、上記については北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までの工事の着手および完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３０，９６２ 百万円　（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 ２９，５８１ 百万円）　（消費税込み）

（なお、上記については北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町字新得までの債務引受限度額および助成対象基準額を表す。）

３

１３

５

３

１

３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２１３

東北横断自動車道釜石秋田線

（岩手県北上市和賀町煤孫から岩手県和賀郡西和賀町大渡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 岩手県北上市和賀町煤孫 から

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岩手県北上市和賀町煤孫

８０ ２１．６

岩手県和賀郡西和賀町大渡

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

４車線化

岩手県和賀郡西和賀町大渡

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

岩手県北上市和賀町煤孫

４ 車線 ４ 車線



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）９８，０００

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －

　



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

１２０，０８２

１１４，４４５

１３ ３ ３１

別　　紙　　１

３ ５ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２１４

東北横断自動車道いわき新潟線

（福島県河沼郡会津坂下町大字坂本から福島県耶麻郡西会津町大字野沢まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで

（ロ）　延　　　　長 １１．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県河沼郡会津坂下町大字坂
本

８０ １１．４

福島県耶麻郡西会津町大字野沢

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

４車線化

福島県耶麻郡西会津町大字野沢

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

福島県河沼郡会津坂下町大字坂
本

４ 車線 ４ 車線



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）７，０００

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －

　



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

９，２１２

８，８０８

１３ ３ ３１

別　　紙　　１

３ ５ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２１５

東北横断自動車道いわき新潟線

（新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県阿賀野市新保まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から

新潟県阿賀野市新保 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

新潟県東蒲原郡阿賀町津川

８０ １４．９

新潟県阿賀野市新保

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

４車線化

新潟県阿賀野市新保

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

新潟県東蒲原郡阿賀町津川

４ 車線 ４ 車線

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分
― ― ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分

（長大橋） １．２５×２ ２．５ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル（土工部）

３．００ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

路線名

－ － －

　

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

３０，０００



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３ ５ １

３８，３５４

３６，６２６

１３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２１６

常磐自動車道

（福島県相馬市大字坪田から福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬市大字坪田 から

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

別　　紙　　１

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県相馬市大字坪田

１００ ８．５

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ― ― ―

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ― ― ―

トンネル部分
― ― ― ― ―

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

４車線化

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

福島県相馬市大字坪田

４ 車線 ４ 車線



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）２２，０００

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －

　



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

２９，０２１

２７，７２８

１３ ３ ３１

別　　紙　　１

３ ５ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び４号に定める協定記載事項）

別紙１－２１７

一般国道４７号（仙台北部道路）

（宮城県宮城郡利府町沢乙から宮城県富谷市穀田まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号　（仙台北部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県宮城郡利府町沢乙 から

宮城県富谷市穀田 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮城県宮城郡利府町沢乙

１００ ６．６

宮城県富谷市穀田

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

別　　紙　　１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

４車線化

宮城県富谷市穀田

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

宮城県宮城郡利府町沢乙

４ 車線 ４ 車線

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分
― ― ― ― ―

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ ― ― ―

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ― ― ―

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ ― ― ―



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル（土工部）

４．５０ メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

路線名

－ － －

　

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

１９，０００



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 令和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 令和 年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額 百万円）（消費税込み）

別　　紙　　１

３ ５ １

２５，００１

２３，８８５

１３ ３ ３１



 

別紙３を次のとおり改める。 

  



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙３

（協定第5条第2項関連）

（機構法第13条第1項第4号に定める協定記載事項）



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ１８ 24,213百万円

Ｈ１９ 25,071百万円

Ｈ２０ 24,580百万円

Ｈ２１ 37,064百万円

Ｈ２２ 50,385百万円

Ｈ２３ 34,989百万円

Ｈ２４ 33,071百万円

Ｈ２５ 41,256百万円

Ｈ２６ 68,784百万円

Ｈ２７ 95,856百万円

Ｈ２８ 88,927百万円

Ｈ２９ 99,841百万円

Ｈ３０ 103,997百万円

Ｒ１ 133,660百万円

Ｒ２ 165,759百万円

Ｒ３ 228,687百万円

Ｒ４ 104,729百万円

Ｒ５ 156,026百万円

Ｒ６ 137,292百万円

Ｒ７ 81,586百万円

Ｒ８ 167,296百万円

Ｒ９ 51,876百万円

Ｒ１０ 51,995百万円

Ｒ１１ 52,304百万円

Ｒ１２ 192,252百万円

Ｒ１３ 54,423百万円

Ｒ１４ 54,905百万円

Ｒ１５ 53,899百万円

Ｒ１６ 54,885百万円

Ｒ１７ 54,386百万円

Ｒ１８ 55,183百万円

Ｒ１９ 55,489百万円

Ｒ２０ 54,604百万円

Ｒ２１ 54,449百万円

Ｒ２２ 54,455百万円

Ｒ２３ 54,437百万円

Ｒ２４ 54,847百万円

Ｒ２５ 54,781百万円

Ｒ２６ 53,929百万円

Ｒ２７ 53,221百万円

Ｒ２８ 53,199百万円

Ｒ２９ 53,135百万円

Ｒ３０ 54,066百万円

Ｒ３１ 52,785百万円

Ｒ３２ 53,220百万円

Ｒ３３ 53,855百万円

Ｒ３４ 53,855百万円

Ｒ３５ 53,855百万円

Ｒ３６ 53,855百万円

Ｒ３７ 53,855百万円

Ｒ３８ 53,335百万円

Ｒ３９ 53,335百万円

Ｒ４０ 53,335百万円

Ｒ４１ 53,335百万円

Ｒ４２ 53,335百万円

Ｒ４３ 54,027百万円

Ｒ４４ 54,027百万円

Ｒ４５ 27,208百万円

（注1）平成１８年度から令和元年度までは実績値を、令和２年度は実績見込値を記載している。

（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを認めるものとする。



 

別紙４を次のとおり改める。 

  



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

別紙４

（協定第6条第1項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

（消費税込み）

債務引受限度額 91,617百万円



 

別紙５を次のとおり改める。 

  



別紙５
（協定第7条第1項関連）

（機構法第13条第1項第6号に定める協定記載事項）

無利子貸付けの貸付計画



年度
H26 9百万円

H27 214百万円

H28 671百万円

H29 1,492百万円

H30 2,590百万円

R1 903百万円

R2 1,134百万円

R3 2,130百万円

R4 7,439百万円

R5 3,719百万円

R6 2,241百万円

R7 2,398百万円

R8 2,481百万円

R9 0百万円

R10 0百万円

R11 0百万円

R12 0百万円

R13 0百万円

R14 0百万円

R15 0百万円

R16 0百万円

R17 0百万円

R18 0百万円

R19 0百万円

R20 0百万円

R21 0百万円

R22 0百万円

R23 0百万円

R24 0百万円

R25 0百万円

R26 0百万円

R27 0百万円

R28 0百万円

R29 0百万円

R30 0百万円

R31 0百万円

R32 0百万円

R33 0百万円

R34 0百万円

R35 0百万円

R36 0百万円

R37 0百万円

R38 0百万円

R39 0百万円

R40 0百万円

R41 0百万円

R42 0百万円

R43 0百万円

R44 0百万円

R45 0百万円

無利子貸付計画額

東日本高速道路株式会社に対する無利子貸付けの貸付計画

（注1）平成２６年度から令和元年度までは実績値を、令和
２年度は実績見込値を記載している。



 

別紙６を次のとおり改める。 

  



道路資産の貸付料の額

別紙６

（協定第9条第1項関連）

（機構法第13条第1項第7号に定める協定記載事項）



東日本高速道路株式会社に対する道路資産の貸付料

（消費税込み）

うち盛土・切土・
のり面構築物等分

うち橋梁・
トンネル等分

( 551,875百万円 ) ( 63,667百万円 ) ( 379,925百万円 ) ( 127,702百万円 ) ( 252,223百万円 )

551,875百万円 47,550百万円 391,645百万円 111,107百万円 280,538百万円

( 559,192百万円 ) ( 67,965百万円 ) ( 405,577百万円 ) ( 136,324百万円 ) ( 269,253百万円 )

558,180百万円 51,619百万円 425,162百万円 120,616百万円 304,546百万円

( 555,373百万円 ) ( 68,941百万円 ) ( 411,402百万円 ) ( 138,282百万円 ) ( 273,120百万円 )

522,469百万円 49,115百万円 404,532百万円 114,763百万円 289,769百万円

( 449,377百万円 ) ( 55,670百万円 ) ( 332,204百万円 ) ( 111,662百万円 ) ( 220,542百万円 )

420,422百万円 39,424百万円 324,717百万円 92,120百万円 232,597百万円

( 447,103百万円 ) ( 54,937百万円 ) ( 327,833百万円 ) ( 110,193百万円 ) ( 217,640百万円 )

414,736百万円 34,125百万円 281,068百万円 79,737百万円 201,331百万円

( 436,821百万円 ) ( 39,902百万円 ) ( 328,653百万円 ) ( 93,237百万円 ) ( 235,416百万円 )

400,681百万円 36,286百万円 298,870百万円 84,788百万円 214,082百万円

( 429,007百万円 ) ( 38,674百万円 ) ( 318,541百万円 ) ( 90,368百万円 ) ( 228,173百万円 )

471,361百万円 42,912百万円 353,445百万円 100,270百万円 253,175百万円

( 430,686百万円 ) ( 32,447百万円 ) ( 267,253百万円 ) ( 75,818百万円 ) ( 191,435百万円 )

484,935百万円 41,206百万円 339,394百万円 96,284百万円 243,110百万円

( 516,202百万円 ) ( 38,687百万円 ) ( 318,649百万円 ) ( 90,399百万円 ) ( 228,250百万円 )

605,006百万円 50,781百万円 418,260百万円 118,658百万円 299,602百万円

( 518,644百万円 ) ( 39,437百万円 ) ( 324,824百万円 ) ( 92,151百万円 ) ( 232,673百万円 )

628,371百万円 53,140百万円 437,691百万円 124,170百万円 313,521百万円

( 566,074百万円 ) ( 40,169百万円 ) ( 330,850百万円 ) ( 93,860百万円 ) ( 236,990百万円 )

626,183百万円 53,492百万円 440,591百万円 124,993百万円 315,598百万円

( 596,278百万円 ) ( 35,238百万円 ) ( 290,238百万円 ) ( 82,339百万円 ) ( 207,899百万円 )

649,995百万円 54,109百万円 445,668百万円 126,433百万円 319,235百万円

( 604,439百万円 ) ( 29,639百万円 ) ( 244,123百万円 ) ( 69,256百万円 ) ( 174,867百万円 )

670,878百万円 54,693百万円 450,479百万円 127,798百万円 322,681百万円

( 605,167百万円 ) ( 22,480百万円 ) ( 185,160百万円 ) ( 52,529百万円 ) ( 132,631百万円 )

667,503百万円 50,960百万円 419,734百万円 119,076百万円 300,658百万円

( 609,161百万円 ) ( 33,421百万円 ) ( 275,272百万円 ) ( 78,093百万円 ) ( 197,179百万円 )

510,527百万円 32,853百万円 270,594百万円 76,766百万円 193,828百万円

Ｒ３ 529,788百万円 25,614百万円 210,966百万円 59,850百万円 151,116百万円

Ｒ４ 568,500百万円 38,711百万円 318,847百万円 90,455百万円 228,392百万円

Ｒ５ 568,756百万円 35,747百万円 294,427百万円 83,527百万円 210,900百万円

Ｒ６ 579,940百万円 33,453百万円 275,536百万円 78,168百万円 197,368百万円

Ｒ７ 583,498百万円 36,646百万円 301,839百万円 85,630百万円 216,209百万円

Ｒ８ 593,617百万円 23,660百万円 194,879百万円 55,286百万円 139,593百万円

Ｒ９ 599,958百万円 43,137百万円 355,301百万円 100,797百万円 254,504百万円

Ｒ１０ 599,857百万円 40,265百万円 331,647百万円 94,086百万円 237,561百万円

Ｒ１１ 601,828百万円 14,010百万円 115,389百万円 32,735百万円 82,654百万円

Ｒ１２ 601,646百万円 40,883百万円 336,732百万円 95,529百万円 241,203百万円

Ｒ１３ 600,352百万円 54,544百万円 449,249百万円 127,449百万円 321,800百万円

Ｒ１４ 595,834百万円 54,043百万円 445,129百万円 126,280百万円 318,849百万円

Ｒ１５ 589,641百万円 53,524百万円 440,854百万円 125,068百万円 315,786百万円

Ｒ１６ 581,151百万円 52,576百万円 433,044百万円 122,852百万円 310,192百万円

Ｒ１７ 573,878百万円 51,899百万円 427,464百万円 121,269百万円 306,195百万円

Ｒ１８ 564,341百万円 50,865百万円 418,947百万円 118,853百万円 300,094百万円

Ｒ１９ 556,013百万円 50,001百万円 411,831百万円 116,834百万円 294,997百万円

Ｒ２０ 547,735百万円 49,261百万円 405,739百万円 115,106百万円 290,633百万円

Ｒ２１ 541,340百万円 48,637百万円 400,596百万円 113,647百万円 286,949百万円

Ｒ２２ 530,111百万円 47,513百万円 391,337百万円 111,020百万円 280,317百万円

Ｒ２３ 522,810百万円 46,784百万円 385,335百万円 109,317百万円 276,018百万円

Ｒ２４ 514,560百万円 45,917百万円 378,200百万円 107,293百万円 270,907百万円

Ｒ２５ 508,094百万円 45,277百万円 372,924百万円 105,796百万円 267,128百万円

Ｒ２６ 497,964百万円 44,349百万円 365,278百万円 103,627百万円 261,651百万円

Ｒ２７ 488,645百万円 43,487百万円 358,183百万円 101,614百万円 256,569百万円

Ｒ２８ 481,307百万円 42,755百万円 352,154百万円 99,904百万円 252,250百万円

Ｒ２９ 474,781百万円 42,109百万円 346,828百万円 98,393百万円 248,435百万円

Ｒ３０ 464,731百万円 41,010百万円 337,779百万円 95,826百万円 241,953百万円

Ｒ３１ 456,460百万円 40,310百万円 332,017百万円 94,191百万円 237,826百万円

Ｒ３２ 447,122百万円 39,333百万円 323,965百万円 91,907百万円 232,058百万円

Ｒ３３ 441,992百万円 38,756百万円 319,214百万円 90,559百万円 228,655百万円

Ｒ３４ 432,042百万円 37,760百万円 311,014百万円 88,233百万円 222,781百万円

Ｒ３５ 423,667百万円 36,922百万円 304,112百万円 86,275百万円 217,837百万円

Ｒ３６ 415,738百万円 36,129百万円 297,577百万円 84,421百万円 213,156百万円

Ｒ３７ 408,102百万円 35,365百万円 291,285百万円 82,636百万円 208,649百万円

Ｒ３８ 399,524百万円 34,559百万円 284,645百万円 80,752百万円 203,893百万円

Ｒ３９ 391,349百万円 33,741百万円 277,908百万円 78,841百万円 199,067百万円

Ｒ４０ 382,982百万円 32,904百万円 271,013百万円 76,885百万円 194,128百万円

Ｒ４１ 376,724百万円 32,278百万円 265,855百万円 75,421百万円 190,434百万円

Ｒ４２ 365,912百万円 31,196百万円 256,946百万円 72,894百万円 184,052百万円

Ｒ４３ 358,465百万円 30,382百万円 250,238百万円 70,991百万円 179,247百万円

Ｒ４４ 350,220百万円 29,557百万円 243,443百万円 69,063百万円 174,380百万円

Ｒ４５ 123,677百万円 9,612百万円 79,173百万円 22,461百万円 56,712百万円

（注1）平成１８年度から令和元年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和２年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。

Ｒ２

Ｒ１

Ｈ２９

Ｈ３０

Ｈ２６

Ｈ２８

Ｈ２７

Ｈ２４

Ｈ２５

年度
うち構造物等分

貸付料

うち土地・家屋分

Ｈ２３

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２



 

別紙７を次のとおり改める。 

  



計画料金収入の額

別紙７

（協定第10条第1項関連）



東日本高速道路株式会社における計画料金収入

（消費税込み）

年度 計画料金収入

( 709,612百万円 )
711,810百万円

( 722,190百万円 )
713,956百万円

( 719,683百万円 )
679,582百万円

( 613,220百万円 )
578,132百万円

( 621,266百万円 )
582,686百万円

( 607,061百万円 )
564,850百万円

( 604,468百万円 )
652,866百万円

( 607,533百万円 )
667,857百万円

( 700,369百万円 )
796,177百万円

( 710,760百万円 )
827,595百万円

( 778,089百万円 )
845,979百万円

( 800,738百万円 )
862,463百万円

( 811,935百万円 )
886,493百万円

( 822,438百万円 )
892,998百万円

( 839,113百万円 )
732,088百万円

Ｒ３ 770,368百万円
Ｒ４ 786,463百万円
Ｒ５ 787,497百万円
Ｒ６ 795,885百万円
Ｒ７ 802,076百万円
Ｒ８ 811,967百万円
Ｒ９ 817,581百万円

Ｒ１０ 816,630百万円
Ｒ１１ 817,820百万円
Ｒ１２ 820,138百万円
Ｒ１３ 820,847百万円
Ｒ１４ 815,564百万円
Ｒ１５ 808,540百万円
Ｒ１６ 799,884百万円
Ｒ１７ 793,381百万円
Ｒ１８ 782,569百万円
Ｒ１９ 773,912百万円
Ｒ２０ 765,250百万円
Ｒ２１ 758,654百万円
Ｒ２２ 747,937百万円
Ｒ２３ 739,281百万円
Ｒ２４ 730,626百万円
Ｒ２５ 723,933百万円
Ｒ２６ 713,310百万円
Ｒ２７ 704,654百万円
Ｒ２８ 695,994百万円
Ｒ２９ 689,209百万円
Ｒ３０ 678,681百万円
Ｒ３１ 670,022百万円
Ｒ３２ 661,368百万円
Ｒ３３ 654,899百万円
Ｒ３４ 644,878百万円
Ｒ３５ 636,635百万円
Ｒ３６ 628,391百万円
Ｒ３７ 621,831百万円
Ｒ３８ 611,903百万円
Ｒ３９ 603,658百万円
Ｒ４０ 595,416百万円
Ｒ４１ 588,765百万円
Ｒ４２ 578,927百万円
Ｒ４３ 570,682百万円
Ｒ４４ 562,437百万円
Ｒ４５ 280,026百万円

（注1）平成１８年度から令和元年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和２
年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。

Ｈ１８

Ｈ１９

Ｈ２０

Ｈ２１

Ｈ２２

Ｈ２３

Ｈ２４

Ｈ２５

Ｈ２６

Ｈ２８

Ｈ２７

Ｒ２

Ｈ２９

Ｒ１

Ｈ３０



 

別紙８を次のとおり改める。 

  





























 

別紙特１を次のとおり改める。 

  



 

（協定第４条第３項） 

（機構法第１３条第１項第３号に定める協定記載事項） 

 

 

 

 

特定更新等工事の内容 
 

 

 

 

 

 

 

別紙特１ 



１．工事の内容 

（１）路線名及び工事の区間 

（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

高速自動車国道 北海道縦貫自動車道 函館名寄線 北海道茅部郡森町字赤井川 北海道上川郡剣淵町藤本町 

高速自動車国道 北海道縦貫自動車道 黒松内釧路線 
北海道小樽市勝納町 

北海道千歳市上長都 

北海道札幌市白石区米里 

北海道中川郡本別町共栄 

高速自動車国道 北海道縦貫自動車道 黒松内北見線 北海道中川郡本別町勇足 北海道足寄郡足寄町郊南 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 弘前線 東京都練馬区大泉町 青森県青森市大字岩渡字熊沢 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 八戸線 

青森県青森市大字岩渡字小谷 

岩手県八幡平市小柳田 

青森県八戸市大字坂牛字妻ノ神 

青森県青森市大字字松代 

青森県八戸市大字市川町和野前山 

青森県八戸市大字根城字牛ヶ窪 

高速自動車国道 東北横断自動車道 釜石秋田線 

岩手県北上市鬼柳町 

秋田県秋田市金足岩瀬字松館太平 

岩手県花巻市東和町安俵 

秋田県秋田市上新城中字南波掛 

秋田県山本郡三種町鹿渡字金仏 

岩手県花巻市西宮野目 

高速自動車国道 東北横断自動車道 酒田線 
宮城県柴田郡村田町足立字大森 

山形県鶴岡市田麦俣字鶴ノ里 

山形県西村山郡西川町大字月山沢 

山形県鶴岡市友江字松倉 

高速自動車国道 東北横断自動車道 いわき新潟線 福島県いわき市内郷宮町鬼ヶ沢 新潟県新潟市江南区太右エ門新田 

高速自動車国道 日本海沿岸東北自動車道 

新潟県新潟市江南区俵柳 

山形県鶴岡市山田字小京田 

秋田県由利本荘市岩城内道川 

新潟県村上市南新保 

山形県酒田市藤塚字ふけ田 

秋田県秋田市河辺 

高速自動車国道 関越自動車道 新潟線 東京都練馬区三原台 新潟県長岡市上除町 

高速自動車国道 関越自動車道 上越線 群馬県藤岡市岡之郷 新潟県上越市寺 

高速自動車国道 常磐自動車道 埼玉県川口市神戸東 宮城県亘理郡亘理町逢隈牛袋字水口 

高速自動車国道 東関東自動車道 千葉富津線 
千葉県千葉市中央区浜野町 

千葉県木更津市中鳥田 

千葉県富津市竹岡 

千葉県木更津市畑沢 

高速自動車国道 東関東自動車道 水戸線 
埼玉県三郷市番匠免 

千葉県市川市高谷 

埼玉県三郷市鷹野 

茨城県潮来市延方 

高速自動車国道 北関東自動車道 
群馬県高崎市上滝町 

栃木県栃木市都賀町木 

栃木県栃木市岩舟町小野寺 

茨城県水戸市元石川町字千束 

高速自動車国道 中央自動車道 長野線 長野県安曇野市豊科南穂高（安曇野 IC 含まず） 長野県千曲市雨宮 

高速自動車国道 北陸自動車道 新潟県新潟市江南区俵柳 富山県下新川郡朝日町月山（朝日 IC 含まず） 



 

（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

一般国道２３５号 （日高自動車道（苫東道路）） 北海道苫小牧市字植苗 北海道苫小牧市字沼ノ端 

一般国道４６６号 （第三京浜道路） 東京都世田谷区野毛 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岡沢町 

一般国道１号・一般国道１６号 （横浜新道） 神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 神奈川県横浜市戸塚区上矢部町字坂本 

一般国道１６号・一般国道４６８号  

（横浜横須賀道路） 

神奈川県横須賀市馬堀海岸 

神奈川県横浜市金沢区並木 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町 

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町字清戸奥 

一般国道１４号・一般国道１６号 （京葉道路） 東京都江戸川区一之江 千葉県千葉市中央区浜野町 

一般国道１２６号 （千葉東金道路） 千葉県千葉市中央区星久喜町 千葉県山武市松尾町谷津字平台 

一般国道１２７号 （富津館山道路） 千葉県南房総市富浦町深名字杉原 千葉県富津市竹岡字仲町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）工事内容 

会社が行う高速道路の管理のうち、特定更新等工事で行う工事の内容は、以下のとおり 

・損傷、腐食その他の劣化等に対して構造物全体の修繕を実施するもの 

区分 項目 工事概要 延長 工事予算 

橋梁更新 

床版 
・橋梁の床版取替、床版全面打替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

４３ 

キロメートル

４４１，０９３

百万円 

桁 
・橋梁の上部構造の取替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１ 

キロメートル

７，４８８ 

百万円 

橋梁修繕 

床版 

・橋梁の床版の補修、補強（床版増厚、炭素繊維補強、剥落防止対策、ＳＦＲＣ、高性能床版

防水、表面被覆、電気化学的防食、鋼床版の疲労亀裂補修・補強等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１６２ 

キロメートル

８７，６２３ 

百万円 

桁 

・橋梁の上部構造の補修、補強（炭素繊維補強、剥落防止対策、外ケーブル補強、表面被

覆、電気化学的防食、鋼構造物の疲労亀裂補修・補強等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

５６ 

キロメートル

７６，８８３ 

百万円 

土構造物修繕 
盛土 

切土 

・土構造物（盛土、切土）の補修、補強（グラウンドアンカー、水抜ボーリング、砕石縦排水等）

及びのり面排水施設の補修、補強（用排水溝、跳水防止対策等）等、土構造物全体の安定性

を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

７，７５９ 

箇所 

１６１，８４５

百万円 

トンネル修繕 
本体 

覆工 

・トンネル本体の補修、補強（インバートの設置等）及びトンネル覆工コンクリートの補修、補強

（炭素繊維補強、ロックボルト補強、内巻補強、剥落防止対策、背面空洞注入等）等、トンネル

全体の安定性を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

６０ 

キロメートル

４００，２９９

百万円 

 



 

別紙特２を次のとおり改める。 

  



特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る

債務引受限度額

別紙特２

（協定第5条第3項関連）

（機構法第13条第1項第4号に定める協定記載事項）



（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ２７ 496百万円

Ｈ２８ 1,450百万円

Ｈ２９ 8,416百万円

Ｈ３０ 18,217百万円

Ｒ１ 19,205百万円

Ｒ２ 15,321百万円

Ｒ３ 43,127百万円

Ｒ４ 76,079百万円

Ｒ５ 54,671百万円

Ｒ６ 107,511百万円

Ｒ７ 134,859百万円

Ｒ８ 189,058百万円

Ｒ９ 116,155百万円

Ｒ１０ 144,638百万円

Ｒ１１ 408,718百万円

　（注1）平成２７年度から令和元年度までは実績値を、令和２年度は実績見込値を記載している。

　（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを

　　　認めるものとする。

特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額



 

この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、記名押印の上、各々１通を保

有する。 

 

令和３年３月２５日 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構 

理  事  長      渡 邊  大 樹 

 

 

 

 

 

東日本高速道路株式会社    

代表取締役社長      小 畠  徹 

 


